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今月の内容 ＣＯＮＴＥＮＴＳ

寺田総務大臣へ支援策を直接要望

２年ぶりの創作と鑑賞の秋

図書館の来館者数が400万人を突破！

都城市と高原町の境にある御池で、高千穂峰の山裾
に落ちる秋の夕日を撮影しました。撮影に適したタイ
ミングは２分弱。何度も通ってようやく表紙の一枚を
撮ることができました。夕日が落ちると急に気温が下
がり、秋の気配をより強く感じた撮影となりました。

高千穂峰に落ちる夕日

今月の表紙 ＣＯＶＥＲ

９月25日、台風14号被災地視察のため、寺田総
務大臣が宮崎県を訪れました。視察後は三股

町役場で河野知事や池田市長らと意見交換を実施。
池田市長は本市の被害状況を説明し、国への支援策
などを要望しました。

都城市美術展の表彰式を９月24日、コミュニティ
センターで開催しました。コロナ禍の影響で２年

ぶりに審査が行われた本美術展。274作品の中から、
河野宗平さんの作品「森へおかえり」が大賞を受賞し、
河野さんは喜びの声を上げました。

平成30年４月に開館した市立図書館。来館者が
400万人を突破し９月16日、記念セレモニーを開

催しました。400万人目の水引友莉恵さんは「図書館
の雰囲気が好きで、子どもたちも好きな絵本を借りる
のをいつも楽しみにしている」と笑顔を見せました。

※本市の被害状況は25ページに掲載

02	 まちの話題
04	 スポーツにあらゆる可能性をかける
	 スポーツコミッション始動
06	 活気あふれる！地域活性化の取り組み
08	 私がファミサポで活動している理由
10	 �このまちで暮らしていくために～多文化共生の

まちづくり～
12	 11月は児童虐待防止推進月間
13	 �11月12日㈯～25日㈮は「女性に対する暴力をな

くす運動」期間です。
14	 みんなで守ろう「地域の宝」
15	 毎月第３日曜日は「家庭の日」
16	 人の風景
18	 �国民健康保険（国保）の健全な運営に協力ください
19	 �11月９日から秋の全国火災予防運動が始まります
20	 税金は納付期限までに納めましょう
21	 �11月８日はいい歯の日／マイナンバーカードを

取得してQUOカード5000円分もらおう！
22	 �INFORMATION（市からのお知らせ）／
	 ��未来のために減らそう！プラスチックごみ／
	 台風14号の爪

つめ

痕
あと

27	 がん検診を受けよう！／今月のお便り
28	 企業の力／今月の読者プレゼント
29	 国際交流員のひとりごと／美術館情報／
	 歴史探訪／都城島津伝承館だより
30	 Let’sみやこんじょい／おすすめ図書／
	 まちなかdeわくわく
31	 �都城フィロソフィ／NPOのイベント情報／

LINEにゅーす／番組紹介／現住人口／
	 編集後記
32	 都城市ふるさと納税／広告
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まちの話題 in M i y a k o n o j o

大切な人に、思いを込めたラブレターを

みやこんじょ大使で音楽家の山内達哉さん（写真右）
が10月７日、池田市長を表敬訪問。災害に遭い

樹齢数百年という役目を終えた御神木で製作した御神
木ヴァイオリンの完成を報告しました。市長室では演
奏が披露され、神秘的な音色が響き渡りました。

都城市景観図画コンクールの表彰式を10月４日、
市長室で開催しました。今年は「私のお気に入

り、都城の景色」をテーマに846人が応募。特選に
選ばれた３人は、総合文化ホールや金御岳、関之尾
滝の景色を、思い思いに描いていました。

御神木ヴァイオリンの完成を報告 お気に入りの都城の景色を絵画に込めて

明道小学校で10月３日、本市ＰＲロゴを手掛け
た書家・紫

し

舟
しゅう

さんの指導の下、大きな和紙に大
切な人への思いをつづるラブレタープロジェクトを
開催しました。参加した３・４年生の児童約60人は、
自分を支えてくれている人たちに宛て、普段はなか
なか素直に伝えることができない、思い思いの「あ
りがとう」の気持ちを筆に込めていました。

デジタルの日の10月２日、「誰一人取り残されない、
人に優しいデジタル化」を実現するため、産学官

が連携したイベントをMallmallなどで開催。４D-VR
などのデジタル技術に触れ、体験した参加者らは、楽
しそうにデジタルの日を過ごしていました。

10月２日、デジタル庁主催「g
グ ッ ド
ood d

デ ジ タ ル
igital a

ア ワ ー ド
ward」

で、本市は「マイナンバーカード特別賞」を受
賞。河野大臣からの高い評価を受けて、池田市長は

「デジタル化の恩恵を市民の皆さまにお届けできる
よう、さらに尽力する」と力を込めていました。

デジタルを体験しよう！マイナンバーカード特別賞受賞！

左から米満糸乃さん（上長飯小３年）、瀬之口陽太さん（沖水
小５年）、黒木優海さん（小松原中２年）
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ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち“
都
城
”

こ
れ
ま
で
本
市
は
、
温
暖
な
気
候
と
豊

か
な
自
然
、
充
実
し
た
設
備
を
活
用
し
て
、

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
の
キ
ャ
ン
プ
を
は

じ
め
、
ア
マ
チ
ュ
ア
団
体
な
ど
の
合
宿
誘

致
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。

昨
年
度
ま
で
に
、
Ｊ
リ
ー
グ
の
ツ
エ
ー

ゲ
ン
金
沢
が
７
回
、
栃
木
Ｓ
Ｃ
が
11
回

キ
ャ
ン
プ
で
訪
れ
、
プ
ロ
野
球
選
手
の
自

主
ト
レ
な
ど
も
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
令
和
９
年
度
の
国
民
ス
ポ
ー

ツ
大
会
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会（
国
ス

ポ
・
障
ス
ポ
大
会
）
開
催
に
向
け
、
山
之

口
運
動
公
園
や
都
城
運
動
公
園
の
整
備
が

進
ん
で
い
ま
す
。

Ｍ
Ｓ
Ｃ
の
誕
生

こ
の
状
況
を
好
機
と
捉
え
、
本
市
の
ス

ポ
ー
ツ
拠
点
施
設
や
特
色
あ
る
観
光
資
源

を
最
大
限
に
活
用
し
、
競
技
大
会
な
ど
の

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
キ
ャ
ン

プ
・
合
宿
の
誘
致
な
ど
で
、
さ
ら
な
る
ス

ポ
ー
ツ
の
機
会
を
創
出
。
ス
ポ
ー
ツ
関
連

団
体
な
ど
の
連
携
強
化
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
行
い
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
お
よ
び
交
流
人

口
の
拡
大
を
図
り
、
地
域
・
経
済
活
性
化

に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

Ｍ
Ｓ
Ｃ
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

都城運動公園
※完成イメージ ※完成イメージ

山之口運動公園

本市が持つ魅力や資源を最大限活用し、スポーツによ
る地域活性化をけん引する組織として、令和４年４月に設
立された一般社団法人都城市スポーツコミッション（MSC）。
今回は、MSCが担っていく役割などについて紹介します。
�◎問い合わせ　都城市スポーツコミッション　☎36-8420

スポーツに
あらゆる可能性をかける
スポーツコミッション始動
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スポーツは、「する」「みる」「ささえる」
など、さまざまな関わり方ができ、楽
しさや喜び、感動を感じることができ
ます。

スポーツを通してたくさんの人が交流
していくことが、地域や経済の活性化
につながると考え、私たちも活動を通し
て都城市を盛り上げていきたいです。

今回の特集記事でMSCの役割が伝

わってほしいです。今後、市民の皆さ
んにより身近に感じてもらうよう活動を
活発化させていきます。例えば、市外
のチームとの合宿を行う際の困りごと
がありましたらMSCに相談
ください。

MSCは、スポーツにあ
らゆる可能性があると信じ
て活動していきます。

加速する新たな取り組み加速する新たな取り組み
　現在MSCでは、スポーツキャンプの誘致
や合宿団体の受入支援を実施。プロ野球秋季
教育リーグ「みやざきフェニックス・リーグ」
や天皇杯全日本バスケットボール選手権大会
などの大会運営にも携わっていて、スポーツ
イベント支援業務も力を入れています。
　また、今年度は、スポーツによる地域活性
化を目的とした研修を実施。都城観光協会を
はじめとした地域経済団体や行政、スポーツ
団体など、関係機関が一丸となったスポーツ
の魅力発見や地域資源の発掘に努めていま
す。

巨人軍ファームキャンプも決定巨人軍ファームキャンプも決定
　令和５年２月１日から 28日まで、読売巨
人軍のファームキャンプを本市で行うことが
決定しました。キャンプ会場の高城運動公園
では、今後、サブグラウンドの整備や屋内競
技場にワイヤーネット設置などを行う予定
で、MSCと市の両輪で準備を進めています。

今後の展望今後の展望
　山之口運動公園の完成を見据え、交流人口
の拡大や地域経済の活性化を実現するため、
フルマラソンなどの大会開催に向けた研究を
行っています。
　また、山之口運動公園や都城運動公園など
の新たに完成する施設を生かしたスポーツ
キャンプ・合宿などの誘致を進めるとともに、
国スポ・障スポ大会の成功に向けた機運の醸
成の取り組みを推進していきます。

都城市スポーツコミッション

上
か ん

宮
み や

田
だ

 珠美さん

ＩＮＴＥＲＶＩＥＷ

1

2

3
1・2プロ野球秋季教育リーグ「みやざきフェニックス・リーグ」
で運営支援を行うMSC、3日本バスケットボール協会市長表敬

MSC
ホームページ
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人口減少が進む中、市内では、地域活性化について住民自らが考え、行動するという意識が根付きつつあり
ます。まちづくり協議会や自治公民館、NPO、各種団体などによる、主体的で意欲的な地域活性化の取り組み
の中から、今回は「たかざきフットパス」を中心に紹介します。
� ◎問い合わせ　地域振興課　　　☎23-7146
� 高崎地域生活課　☎62-1111

活気あふれる！
地域活性化の取り組み

誰
か
が
や
っ
て
く
れ
る
で
は
な
く
、

自
分
た
ち
で
や
ろ
う

全
国
的
に
、
若
年
層
の
減
少
や
高
齢
化

の
進
展
に
よ
り
、
地
域
の
人
材
不
足
や
絆

の
希
薄
化
が
進
み
、
活
力
の
低
下
が
危
惧

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
誰
も
が
安

心
し
て
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
せ
る
よ

う
、
住
民
や
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
、
行
政
な

ど
が
積
極
的
に
協
働
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。

本
市
で
も
、
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
平
成
22
年
度
か
ら
各
地

区
で
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
設
立
。
同
25

年
度
か
ら
は
、
地
域
の
課
題
解
決
を
後
押

し
す
る
た
め
、
都
城
市
地
域
活
性
化
事
業

を
展
開
し
な
が
ら
、
地
域
の
力
で
課
題
を

解
決
す
る
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
祝
吉
地
区
で
は
、
生
活
困
窮

者
へ
の
食
の
支
援
や
居
場
所
づ
く
り
を
目

的
と
し
た「
ス
マ
イ
ル
カ
フ
ェ
祝
吉
事
業
」

を
実
施
。
ま
た
、
五
十
市
地
区
で
は
、「
イ

ル
ミ
＆
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
」
と
題
し
た
地

域
の
に
ぎ
わ
い
創
出
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
庄
内
地
区
で
は
、
ま
ち
づ

く
り
に
高
齢
者
だ
け
で
は
な
く
、
30
代
～

40
代
の
世
代
を
巻
き
込
む
た
め
に
、
交

流
拠
点「
み
ー
と
ん
」を
つ
く
り
ま
し
た
。

こ
の
拠
点
を
中
心
に「
こ
の
ま
ち
に
住
み

た
い
、
こ
の
ま
ち
が
好
き
」
と
い
う
気
持

ち
が
育
ま
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

地
域
の
魅
力
を

フ
ッ
ト
パ
ス
で
発
信

高
崎
地
区
で
は
令
和
３
年
度
か
ら
、
北

九
州
市
立
大
学
と
連
携
し
な
が
ら
市
内
初

の
フ
ッ
ト
パ
ス
事
業
の
取
り
組
み
を
始
め

ま
し
た
。

フ
ッ
ト
パ
ス（Footpath

）と
は
、
イ

ギ
リ
ス
を
発
祥
と
す
る「
森
林
や
田
園
地

帯
、
古
い
街
並
み
な
ど
地
域
に
昔
か
ら

あ
る
あ
り
の
ま
ま
の
風
景
を
楽
し
み
な

が
ら
歩
く（Foot

）
こ
と
が
で
き
る
小こ

径み
ち

（Path

）」と
い
う
意
味
で
、
全
国
各
地
で

活
動
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
ま
す
。
フ
ッ
ト

パ
ス
の
特
徴
は
健
康
の
た
め
の
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
と
は
異
な
り
、
参
加
者
自
ら
が
地
図

を
元
に
ゆ
っ
く
り
と
し
た
ス
ピ
ー
ド
で
地

域
を
歩
く
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

フ
ッ
ト
パ
ス
を
通
じ
て
、
高
崎
地
区
の

美
し
い
風
景
や
旬

の
食
材
な
ど
、
そ

の
魅
力
を
発
信
し

て
い
け
る
よ
う
、

地
域
の
皆
さ
ん
が

笑
顔
と
と
も
に
参

加
者
を
快
く
受
け

入
れ
る
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

※�

11
月
２
日
㈬
放
送
予
定

の
M
R
T「
幸
せ
上
々
み

や
こ
の
じ
ょ
う
」で
紹
介

北九州市立大学地域創生学群では、
平成26年度から福岡県の中間市や築
上町などでフットパスによる地域活性
化に取り組んでいます。学生らが地域
を歩き、住民とのコミュニケーションを
図りながらコースづくりを行い、併せて
SNSなどでの積極的な魅力発信によっ

て、交流人口の獲得につながっています。
この知見などを生かして、昨年度から

高崎地区のコースづくりにも参画してい
ます。今後、地域に住む皆さんと外部か
らの来訪者による対話が生まれ、特産
品などの周知につながり、地域全体が
元気になることを期待しています。

北九州市立大学
地域創生学群長

内田　晃 教授

フットパスは地域を元気にする

地域活性化の取り組み
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市ホームページでは、2つのコースを動画とと
もに紹介しています。
※�ＱＲを読み込むか、または「たかざきフットパ

ス」で検索ください
●大牟田せせらぎコース
　約3.7㎞（約2時間）で、まちの人との会話と川のせせらぎ
を楽しむコース
●笛水みごちコース
　約3.2㎞（約1時間40分）で、四季によって移り変わる風景
を楽しむコース

今回、北九州市立大学の学生さん
や地域の皆さんとともに、フットパス
のコースづくりに取り組んで、さまざま
な気付きがありました。例えば、四季
によって移り変わる風景を楽しむなど、
今まで気付かなかった地域の魅力が再
発見できました。

今後、高崎地区では各地域でコース
づくりを進め、市内外から多くの皆さ
んを受け入れ、交流の輪を広げていき
たいと考えています。一回限りの関係
ではなく、末永く愛着を持ってもらえる
よう、笑顔とおもてなしの心で高崎の
魅力を届けていきたいです。

高崎地区フットパス事業
検討委員会

古川 辰昭 会長

ツアーに参加し笑顔を見せる北九州市立大学の学生

地域の魅力が再発見できました

10月7日㈮、北海道からのグループを迎えたツアーの様子（笛水みごちコース）
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地
域
で
子
ど
も
を
育
て
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
事
業
は
、
講
習
を
受

け
る
こ
と
で
、
誰
に
で
も
で
き
る
子
育
て
支
援
で
す
。
都
城
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
（
フ
ァ
ミ
サ
ポ
）
は
、
子
育
て
の
援
助
を
受
け
た
い

人
と
、
子
育
て
の
援
助
が
で
き
る
人
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や
利
用
の
調
整
を
行
い
、

働
く
子
育
て
世
帯
の「
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
」
を
直
接
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

ま
す
。
年
間
６
千
件
を
超
え
る
利
用
が
あ
る
な
ど
、
多
く
の
子
育
て
世
帯
に

利
用
さ
れ
て
い
る
フ
ァ
ミ
サ
ポ
。
こ
の
事
業
は
、
援
助
会
員
の
皆
さ
ん
の
活

動
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

保
育
課　

☎
23‒

４
８
９
４

子どもと関わることが大好きで、子育て時代のマ
マ友の勧めから、援助会員に登録しました。

小学１年生から６年生までの４人のサポートを、
週に６回程度行っています。活動する曜日が決まっ
ているので、ファミサポの予定が自分の生活のリズ
ムにもなっています。子どもたちの成長が何よりの
楽しみになっていて、サポートしている私の方が人
生のやりがいをもらっています。子どもがサポート
を卒業する時は寂しい気持ちもありますが、この
活動を続けていくことで、ずっと子どもたちと関わ
ることができるので、子ども好きな人にはお勧めで
す。子育て世帯のお父さんやお母さんはじめ、おじ
いちゃんおばあちゃんなど、多くの人と関わること
ができるのも、ファミサポの魅力です。

子
ど
も
と
の
触
れ
合
い
の
時
間
が

う
れ
し
く
て
活
動
を
続
け
て
い
ま
す

都
城
の
子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
た
い

私
が
フ
ァ
ミ
サ
ポ
で

活
動
し
て
い
る
理
由

柿
か き

並
な み

　貴
た か

子
こ

さん （久保原町）
援助会員歴　６年

ファミサポの仕組み

都城市ファミリー・
サポート・センター

会員会員
登録登録

会員会員
登録登録 利用利用

調整調整
利用利用
調整調整

　市内在住また
は市内に通園・
通学している小
学生以下の※子
どもがいる世帯
で、何らかの支
援を受けたい人

　市内在住の20
歳以上で子育て
に意欲があり研
修を受講した人

援助活動

利用料金

利用会員 援助会員

※障がいがある場合は18歳まで
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ファミサポで活躍する援助会員

５年前に都城市に転入して、地域とのつながりを
持ちたいと考えていたところ、知り合いからこの活
動を紹介してもらい、援助会員になりました。

11 カ月児から小学６年生まで４人の子どもたち
の送迎や預かりを、週６回程度行っています。活動
を通して、たくさんの子どもの成長を「すぐそばで」

「何度も」見守ることができるのは、本当にうれし
くて、自分の幸せの一部にもなっています。内気な
子どもへの関わり方に不安を感じたこともありまし
たが、その子の母親から「小坂さんに話しかけて
もらえて、子どもも喜んでいる」と聞かされた時に
は、とても感激しました。

誰かの役に立ちたいと始めた活動ですが、今で
は自分が一番元気をもらっていますね。

周りに知り合いのいない子育て世帯を多く見てき
た経験から、援助を必要とする人の手助けをした
いと思い、活動を始めました。

現在、１歳児から小学５年生までの８人をサポー
トしています。習い事や児童クラブへの送迎中が一
番触れ合える時間で、ゲームの話や学校での出来
事など、毎回楽しい話を聞かせてくれます。みんな
毎週のように会っているので、それぞれに思い出が
たくさんあります。これまで、赤ちゃんを預かるサ
ポートも何度かありましたが、この時期の子どもに
寄り添えるのは、他ではない経験だと思います。６
年間でサポートを終えた子どもも、たまに会うと声
をかけたり、手を振ったりしてくれます。これからも、
たくさんの子どもたちを見守っていきたいです。

か
わ
い
い
盛
り
を
何
度
も
見
ら
れ

る
の
は“
フ
ァ
ミ
サ
ポ
”な
ら
で
は

フ
ァ
ミ
サ
ポ
の
援
助
活
動
は

今
の
私
の
大
き
な
生
き
が
い
で
す

川
か わ

野
の

　恵
め ぐ

美
み

さん （若葉町）
援助会員歴　６年

小
お

坂
さ か

　規
き

久
く

子
こ

さん （鷹尾二丁目）
援助会員歴　１年半

あなたも援助会員になりませんか
空いた時間でできる援助活動は、セカンドキャリ

アとして、また、子どもたちとの触れ合いを通して、
喜びややりがいを感じることができます。援助会員
登録を希望する場合は、「援助会員養成講座」を
受講ください。

【援助会員養成講座（おおむね４時間×６日）】
⃝日程　令和５年１月 23 日㈪～３月１日㈬の間の
６日間　※要申し込み

　１月 16 日㈪までに都城市ファミ
リー・サポート・センター（都城市社
会福祉協議会内）　☎ 26-3810

⃝主な援助活動　子どもの一時預かりや自家用車
による送迎
⃝活動時間　基本的に月～金曜日の７時から 19
時まで
⃝援助会員へのサポート　傷害・責任賠償・自動
車団体等保険加入
⃝報酬　１時間当たり 600 円
　（利用会員 300 円＋市助成 300 円）
⃝その他　自家用車による送迎援助に対し、移動
区分に応じて燃料費相当額の助成があります。
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このまちで暮らして
いくために

～多文化共生のまちづくり～

本
市
の
外
国
人
住
民
数
は
、
平
成
25
年
８
月
時
点
の
７
８
２
人
か
ら
、
令
和
４
年
８
月

現
在
で
は
１
８
２
３
人
と
約
２･

３
倍
に
増
加
。
そ
の
国
籍
も
、
約
40
カ
国
と
多
様
化
し
て

い
ま
す
。

多
文
化
共
生
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
外
国
人
住
民
だ
け
で
な
く
、
日
本
人
も
地

域
に
住
む
外
国
人
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
文
化
庁
の
資
料
に
よ
る
と
、

外
国
人
が
希
望
す
る
情
報
発
信
言
語
と
し
て「
※
や
さ
し
い
日
本
語
」
を
選
ん
だ
人
は
76
㌫
、

英
語
を
選
ん
だ
人
は
68
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。
外
国
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る

言
語
は
、
英
語
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
や
さ
し
い
日
本
語
な
ど
を
用
い
て
心
を
通
わ
せ

ま
し
ょ
う
。

※
難
し
い
言
葉
を
言
い
換
え
る
な
ど
、
相
手
に
配
慮
し
た
分
か
り
や
す
い
日
本
語

こ
の
ま
ち
の
一
員
と
し
て

笑
顔
で
暮
ら
し
た
い

祝
吉
地
区
公
民
館
で
行
わ
れ
て
い
る
日

本
語
教
室
。
こ
こ
で
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
先
生
と
向
き
合
う
の
は
、
２
年
10
カ

月
前
か
ら
特
定
技
能
外
国
人
と
し
て
市
内

で
暮
ら
す
、
テ
ッ
テ
ッ
ポ
ウ
イ
ー
ト
ゥ
さ

ん（
ミ
ャ
ン
マ
ー
出
身
）で
す
。

普
段
、
会
社
の
寮
で
生
活
す
る
ト
ゥ
さ

ん
は
、
近
所
の
日
本
人
に
な
か
な
か
声
が

掛
け
ら
れ
な
い
こ
と
を
、
も
ど
か
し
く
感

じ
て
い
ま
し
た
。「
も
っ
と
た
く
さ
ん
の

人
と
つ
な
が
り
た
い
」と
い
う
思
い
か
ら
、

仕
事
が
終
わ
っ
て
か
ら
も
日
々
勉
強
に
励

ん
で
い
て
、
日
本
語
能
力
試
験（
日
本
語

を
母
国
語
と
し
な
い
学
習
者
を
対
象
と

し
た
日
本
語
能
力
を
測
定
す
る
試
験
）の
、

一
番
難
し
い
レ
ベ
ル
で
あ
る
N
１
の
試
験

合
格
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

76

12

10

68

22

外国人 100 人が希望する情報発信言語（複数回答有）

資料：文化庁

(人 )

0 20 40 60 80

日本語

やさしい日本語

機械翻訳された母国語

非ネイティブが訳した母国語

英語

市では、国籍や民族などの異なる人同士が、互いの文化的な違いを認め合い、
そこに住む人たちが等しく、安心・安全に暮らすことができる「多文化共生」のま
ちづくりを目指しています。今回は、市内に暮らす特定技能外国人のインタビュー
などを通して、多文化共生について考えます。

◎問い合わせ　地域振興課国際化推進室　☎23-2295
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日本語教室に参加するテッテッポウイートゥさん

そ
ん
な
ト
ゥ
さ
ん
の
趣
味
は
カ
メ
ラ
。

休
み
の
日
に
は
、
お
気
に
入
り
の
カ
メ

ラ
を
片
手
に
、
街
に
散
策
に
出
か
け
ま

す
。「
写
真
を
撮
り
に
行
く
と
、
声
を
か

け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。“
こ
ん
に

ち
は
”と
か“
日
本
語
が
上
手
で
す
ね
”と

か
。
そ
こ
か
ら
一
緒
に
写
真
を
撮
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
普
段
、
仕
事
以
外
で
日
本

の
人
と
話
す
機
会
が
な
い
の
で
、
話
し
か

け
て
も
ら
え
て
う
れ
し
い
で
す
」
と
ト
ゥ

さ
ん
は
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。「
こ
れ
か
ら

も
こ
の
ま
ち
で
、
一
生
懸
命
に
働
き
た
い
。

そ
し
て
、
私
も
こ
の
ま
ち
の
住
民
と
し
て
、

日
本
人
と
笑
顔
で
豊
か
な
生
活
を
送
り
た

い
。
そ
の
た
め
に
も
、
も
っ
と
日
本
語
の

勉
強
を
頑
張
り
ま
す
」
と
、
目
を
輝
か
せ

な
が
ら
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　市では、地域と連携しながら、多文
化共生のまちづくりを推進していくため、
３つのモデル地区を選定。重点的に多
文化共生事業を実施しています。

⃝沖水地区～生活安全交流会～
　６月26日㈰、外国人住民と高校生な
どの日本人ボランティアが参加し、日
本の交通ルールやごみの出し方、災害
などについて共に学びながら交流を深
めました。

⃝祝吉地区～日本文化体験・日本語支
援～
　「一般社団法人霧島山麗活性化人材
育成協会」が、技能実習生を対象に、
日本の文化を体験しながら日本語を学
ぶ教室を定期的に開催しています。

⃝小松原地区～日本語講座（初級）～
　市内在住の外国人住民の中には、日
本語を全く勉強したことがなく、日常生
活で大変な苦労をしている人もいます。
　そこで、日本語を全く勉強したこと
がない外国人住民を対象に、日本語講
座（初級）を開催します。
◉日程　11月７日㈪～12月８日㈭
◉場所　小松原地区公民館

多文化共生モデル地区

「やさしい日本語」に挑戦してみよう

ステップ①　日本人にも分かりやすい文章にする
・情報を取捨選択し、整理する
・３つ以上のことを言うときは、箇条書きにする
・外来語の使用に気をつける

ステップ②　外国人にも分かりやすい文章にする
・二重否定や受身形、使役表現をできる限り使わない
・難しい言葉や専門用語は使わない
・漢字の量に注意し、振り仮名をふる

ステップ③　日本語教師や外国人にチェックしてもらう
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児
童
虐
待
と
は

子
ど
も
に
対
し
、
意
図
的
に
身
体
的
・

精
神
的
苦
痛
を
与
え
る
行
為
や
、「
し
つ

け
」
と
称
し
て
、
子
ど
も
の
身
体
や
心
を

傷
付
け
る
行
為
で
す
。

児
童
虐
待
は
、
次
の
４
つ
に
分
類
さ
れ

ま
す
。

身
体
的
虐
待

殴
る
、
蹴
る
、
ヤ
ケ
ド
を

負
わ
せ
る
、
戸
外
に
閉
め

出
す
な
ど

心
理
的
虐
待

言
葉
で
脅
す
、
無
視
す
る
、

兄
弟
間
な
ど
で
差
別
す
る
、

子
ど
も
の
前
で
家
族
な
ど

に
暴
力
を
ふ
る
う
な
ど

ネ
グ
レ
ク
ト

（
育
児
放
棄
・

怠
慢
）

食
事
を
与
え
な
い
、
不
潔

に
す
る
、
家
に
閉
じ
込
め

る
、
車
内
に
放
置
す
る
、

医
療
を
受
け
さ
せ
な
い
、

養
育
者
以
外
の
同
居
人
な

ど
か
ら
の
虐
待
を
放
置
す

る

性
的
虐
待

性
的
関
係
を
強
要
す
る
、

性
器
や
性
交
を
見
せ
る

本
市
の
現
状

令
和
３
年
度
、
本
市
に
寄
せ
ら
れ
た
新

規
児
童
家
庭
相
談
は
２
２
１
人
で
、
そ
の

う
ち
虐
待
に
関
す
る
相
談
が
１
１
３
人
で

し
た
。
内
訳
は
、
心
理
的
虐
待
が
49
人
と

一
番
多
く
、
次
い
で
身

体
的
虐
待
37
人
、
ネ
グ

レ
ク
ト
27
人
、
性
的
虐

待
が
０
人
で
し
た
。

全国的に児童虐待に関する通報や相談件数は増加傾向にあり、虐待により子
どもの命が失われる痛ましい事件も後を絶ちません。児童虐待をなくすために、
私たちにできることは何か、この機会に地域や家族で話し合ってみましょう。

　　　　　　　　　　　　　◎問い合わせ　こども課　☎23-2684

児童虐待防止推進月間

あ
な
た
の
し
つ
け
、
虐
待
か
も

子
ど
も
に
、
生
活
習
慣
や
社
会
の
ル
ー

ル
を
教
え
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
養
育
者
の
期
待
を
押
し
つ
け
、

言
葉
で
責
め
立
て
た
り
、
暴
力
で
従
わ
せ

た
り
す
る
こ
と
は
、「
し
つ
け
」で
は
な
く
、

「
虐
待
」で
す
。

虐
待
は
、
子
ど
も
の
心
に
恐
怖
や
ト
ラ

ウ
マ
と
し
て
残
り
、
そ
の
成
長
・
発
達
に

悪
影
響
を
与
え
ま
す
。
子
ど
も
の
身
体

に
何
ら
か
の
苦
痛
を
引
き
起
こ
す
行
為
や
、

不
快
感
を
意
図
的
に
も
た
ら
す
行
為
は
、

ど
ん
な
に
軽
い
も
の
で
あ
っ
て
も
体
罰
に

該
当
し
、
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

手
を
あ
げ
そ
う
に
な
っ
た
時
に
は

子
ど
も
が
言
う
事
を
聞
か
な
い
な
ど
で
、

否
定
的
な
感
情
が
生
じ
た
と
き
は
、
背
景

に
何
が
あ
っ
た
か
、
子
ど
も
の
立
場
や
主

張
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

深
呼
吸
し
て
気
持
ち
を
落
ち
着
け
た
り
、

ゆ
っ
く
り
６
秒
数
え
た
り
す
る
な
ど
、
少

し
で
も
ス
ト
レ
ス
の
解
消
に
つ
な
が
り
そ

う
な
自
分
な
り
の
工
夫
を
見
付
け
、
子
ど

も
と
向
き
合
い
ま
し
ょ
う
。

子
育
て
に
悩
ん
だ
ら

子
育
て
に
関
す
る
悩
み
や
心
配
事
が
あ

る
時
に
は
、
専
門
機
関
に
相
談
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
、
誰
か
に

話
を
す
る
こ
と
で
心
が
軽
く
な
り
、
解
決

の
糸
口
を
見
付
け
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。周

囲
の
人
の
気
付
き
で

守
ら
れ
る
命

近
所
の
人
な
ど
が
あ
い
さ
つ
や
声
を
か

け
て
く
れ
る
だ
け
で
、
養
育
者
の
気
持
ち

が
軽
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
養
育
者

や
子
ど
も
を
見
か
け
た
ら
温
か
い
気
持
ち

で
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
中
で
、
気
に
な
る
こ
と
が
あ
っ
た

ら
、
市
や
児
童
相
談
所
な
ど
に
連
絡
く
だ

さ
い
。
匿
名
で
も
受
理
さ
れ
ま
す
。

子
育
て
・
虐
待
に
関
す
る
相
談
窓
口

こ
ど
も
課　
☎
23‒

２
６
８
４

都
城
市
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
36‒

５
６
６
１

東
部
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
城
保
健
セ
ン

タ
ー
）　
☎
58‒

６
８
０
０

西
部
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
崎
福
祉
保
健
セ

ン
タ
ー
）　
☎
62‒

４
４
１
１

宮
崎
県
南
部
福
祉
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
（
都

城
児
童
相
談
所
）　
☎
22‒

４
２
９
４

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル　
※
無
料

☎
１
８
９（
い
ち
は
や
く
）

児
童
相
談
所
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル　
※
無
料

☎
０
１
２
０‒

１
８
９‒

７
８
３

児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
り
ん

☎
45‒

２
１
４
０

11月は
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11月12日㈯～25日㈮は

暴
力
は
、そ
の
対
象
の
性
別
や
加
害
者・

被
害
者
の
間
柄
を
問
わ
ず
、
ど
の
よ
う
な

理
由
が
あ
っ
て
も
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
状
は
女
性
に
対
す

る
暴
力
や
人
権
へ
の
軽
視
が
見
受
け
ら
れ
、

男
女
共
同
参
画
社
会
を
形
成
し
て
い
く
上

で
克
服
す
べ
き
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。女

性
の
人
権
を
侵
害
す
る

「
ゆ
る
さ
れ
な
い
」行
為

女
性
に
対
す
る
暴
力
に
は
、
夫
や
交

際
相
手
、
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力（
Ｄ

Ｖ
：
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）、

性
犯
罪
・
性
暴
力
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、

売
買
春
、
人
身
取
引
、
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
行
為
は
、
女
性
に
恐
怖
心
と

不
安
を
与
え
、
活
動
を
束
縛
し
、
自
信
を

失
わ
せ
る
な
ど
女
性
の
人
権
を
著
し
く
侵

害
し
ま
す
。

本
市
の
状
況

昨
年
度
、
市
の
女
性
総
合
相
談
に
寄
せ

ら
れ
た
相
談
件
数
は
７
１
５
件
。
そ
の
う

ち
Ｄ
Ｖ
に
関
す
る
相
談
が
１
７
６
件
、
ス

ト
ー
カ
ー
被
害
相
談
が
１
件
、
性
的
被
害

相
談
が
２
件
、
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
相

談
が
３
件
あ
り
ま
し
た
。

一人一人の個性や能力を発揮できる男女共同参画社会の実現を目指して、「男女が互いに尊重し合う意識」「暴
力は許さない意識」をみんなが持ち、女性に対する暴力のない社会づくりを進めましょう。

◎問い合わせ　男女共同参画センター　☎23-2121

「女性に対する暴力を
なくす運動」期間です。

ま
た
、
18
歳
以
上
の
市
民
を
対
象
に

行
っ
た
男
女
共
同
参
画
社
会
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、
Ｄ
Ｖ
を
受
け
た
こ
と
が

あ
る
と
の
回
答
数
が
２
４
４（
女
性
２
０

３
、
男
性
36
、
そ
の
他
５
）あ
り
ま
し
た
。

性
犯
罪
・
性
暴
力
の
特
性

女
性
に
対
す
る
暴
力
の
中
で
も
性
犯

罪
・
性
暴
力
は
、
被
害
者
の
尊
厳
を
著
し

く
踏
み
に
じ
る
行
為
で
あ
り
、
そ
の
心
身

に
長
期
に
わ
た
り
重
大
な
悪
影
響
を
及
ぼ

し
ま
す
。

相
手
が
望
ま
な
い
性
的
な
行
為
は
、
ど
の

よ
う
な
理
由
・
相
手
で
も
性
暴
力
で
す
。
性

暴
力
は
、
性
別
や
年
齢
に
関
わ
ら
ず
、
身

近
な
人
や
交
際
相
手
、
配
偶
者
か
ら
被
害

を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
内
閣
府
の

資
料
に
は
、
加
害
者
の
７
～
８
割
が
顔
見
知

り
で
あ
る
と
の
調
査
結
果
も
あ
り
ま
す
。

被
害
者
が
勇
気
を
出
し
て
周
囲
に
被
害

相
談
を
し
て
も
、
服
装
や
行
動
を
と
が
め

ら
れ
、
被
害
を
誰
に
も
話
せ
な
く
な
る
と

い
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
被
害
者
は

直
接
的
な
被
害
だ
け
で
な
く
、
周
囲
か
ら

の
傷
つ
く
言
葉
か
け
や
、
偏
見
・
中
傷
な

ど
に
よ
っ
て
二
次
的
被
害
を
受
け
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

被
害
者
は
何
も
悪
く
は
な
い

暴
力
を
ふ
る
う
人
は「
言
う
こ
と
を
聞

か
な
い
か
ら
だ
」
な
ど
と
さ
ま
ざ
ま
な
理

由
を
あ
げ
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
理
由
で

あ
れ
、
暴
力
は
ふ
る
う
側
に
責
任
が
あ
り
、

許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

暴
力
を
ふ
る
わ
れ
て
い
い
人
な
ど
一
人

も
い
ま
せ
ん
。

悩
ま
な
い
で
、
ま
ず
は
相
談

⃝

市
女
性
総
合
相
談　

※
☎
23‒

７
１
５
７

⃝

宮
崎
県
女
性
相
談
所

※
☎
０
９
８
５‒

22‒

３
８
５
８

⃝

警
察
安
全
相
談
室

※
☎
０
９
８
５‒

26‒

９
１
１
０

⃝
�

性
暴
力
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

「
さ
ぽ
ー
と
ね
っ
と
宮
崎
」

☎
０
９
８
５‒

38‒

８
３
０
０

性
暴
力
に
関
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
相
談
窓

口「
Ｃ
ｕ
ｒ
ｅ 

Ｔ
ｉ
ｍ
ｅ（
キ
ュ
ア

タ
イ
ム
）」

※�

付
き
は
、
全
て
相

談
専
用
電
話

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動

パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
す

◉
期
間　
11
月
14
日
㈪
～
25
日
㈮

◉
場
所　

市
役
所
１
階

ロ
ビ
ー
市
民

サ
ロ
ン

～性暴力を、なくそう～
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文
化
財
保
存
の
現
状

市
内
に
は
、
多
く
の
有
形
・
無
形
文
化

財
や
民
俗
芸
能
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

地
域
住
民
が
大
切
に
保
存
・
継
承
し
て

き
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
、
少
子
高
齢
化

や
価
値
観
の
多
様
化
な
ど
、
文
化
財
を
守

る
環
境
が
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
荒
廃
し
た
り
、
破
壊
さ
れ
た
り
し

て
い
る
文
化
財
も
あ
り
ま
す
。

文
化
財
保
護
の
取
り
組
み

市
で
は
、
国
や
県
、
市
指
定
の
文
化
財

を
中
心
に
、
地
域
住
民
と
連
携
し
て
保
護

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
市
内
各

地
に
あ
る
未
指
定
の
史
跡
な
ど
も
、
管
理

し
て
い
る
個
人
や
団
体
に
対
し
て
必
要
に

応
じ
て
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

遺
跡 

―
足
元
に
眠
る
文
化
財
―

市
内
に
は
、
千
カ
所
以
上
の
遺
跡
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は「
埋
蔵
文

化
財
」
と
呼
ば
れ
る
国
民
共
有
の
財
産
で

す
。
し
か
し
、
地
下
に
あ
る
た
め
、
知
ら

な
い
う
ち
に
工
事
な
ど
で
影
響
を
与
え
て

し
ま
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
遺
跡

を
守
る
こ
と
は
、
私
た
ち
の
大
事
な
歴
史

を
守
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

文化財は、私たちの祖先の生活の中で生まれ、育まれてきた貴重な財産で、昔と今をつなぐ大切な役割を
担う「地域の宝」です。現代に生きる私たちに生きるためのヒントを与えてくれる文化財を、みんなで守りましょう。
今回は、国の重要無形民俗文化財に指定されている山之口麓文弥節人形浄瑠璃保存会の活動を併せて紹介

します。　　　� 　◎問い合わせ　文化財課　☎23－9547

11月1日㈫～7日㈪は
文化財保護強調週間

そ
の
工
事
、ち
ょっ
と
待
っ
て
！

開
発
や
工
事
、

家
屋
の
建
築
な

ど
を
計
画
し
た

と
き
は
、
遺
跡

を
守
る
た
め
に

次
の
手
続
き
が

必
要
で
す
。

①
遺
跡
の
範
囲
の
照
会

②
試
掘
・
確
認
調
査

③
埋
蔵
文
化
財
の
保
護

詳
し
く
は
、
文
化
財
課
ま
で
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

市
民
の
協
力
で
守
ら
れ
る
文
化
財

市
内
に
は
、
地
下
に
穴
を
掘
っ
て
造
る

「
地
下
式
横
穴
墓
」と
い
う
古
墳
が
多
く
存

在
し
ま
す
。
同
墓
は
、
市
民
か
ら
の
連
絡

で
存
在
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
そ

の
保
護
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

みんなで守ろう
「地域の宝」

「地面に穴が開いた！」

市民からの連絡をきっかけに
1500年前の古墳を発見！

山之口麓文弥節人形浄瑠璃は、太平
洋戦争などの影響で一時途絶えたもの
の、昭和26年に保存会を立ち上げて以
来、現在まで麓地区の先人らが守り伝
え続けてきました。麓小学校での伝承
活動は今年で28年目を迎えます。価値
観が多様化する時代の中で、次の世代

が浄瑠璃についてどう考えるかは正直
分かりませんが、まずは児童らに人形
に触れてもらい、浄瑠璃が「なぜ麓地
区に残り続けてきたのか」を考えてもら
いたいと思っています。40年後、50年
後にも先人らの思いを守り続けていけ
たら…。そう願い、活動を続けています。

山之口麓文弥節人形
浄瑠璃保存会
会長 前田 公友さん

先人の思いを守り、伝えていく

試掘・確認調査の様子加治屋地下式横穴墓（南横市町）
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県は、家族の心の触れ合いを大切にする日として、毎月第３日曜日を「家庭
の日」と定めています。皆さんのアイデアで、「家庭の日」を家族が温かい心の
触れ合いを持ち、明るく楽しく過ごす１日にしてみませんか。

　◎問い合わせ　生涯学習課　☎23-9545

～家族の心の触れ合いを大切に～

毎月第３日曜日は毎月第３日曜日は

　「家庭の日」　「家庭の日」

家族が触れ合いを持つためには、次の「５つの共
感活動」が重要になります。
①共遊　�自然に親しんだり、地域行事などに参加したりして、

家族一緒に遊びましょう。
②共食　�家族一緒に楽しく語らい

ながら食事をしましょう。
③共話　�その日あった出来事などを、

家族で話し合いましょう。
④共汗　�スポーツや野外活動に家族そろって参加し、心

地よい汗を流しましょう。
⑤共働　�家の掃除や地域の奉仕活動などに積極的に参

加し、家族一緒に働きましょう。

市では、「地域の子どもは地域で守り育てる」とい
う視点を一層深め、親と子をはじめ、家族の心の触れ
合いを推進し、家族の良さを再認識してもらうため、
家庭や学校、地域と連携して、県が定めた「家庭の日」
の普及に取り組んでいます。
　また、「家庭の日」に家族で市内文化施設へ来館す
る際の入場料を無料としています。対象の施設は次の
とおりです。
◉施設・対象者
都城歴史資料館　☎25-8011
高校生以下の子どもまたは妊娠中の人がいる家庭
都城島津邸　☎23-2116
18歳未満の子ども連れの家庭
山之口麓文弥節人形浄瑠璃資料館　☎57-5295
高校生以下の子ども連れの家庭
高城郷土資料館　☎58-5963
高校生以下の子どもまたは妊娠中の人がいる家庭

県内に居住し、高校生以下の子どもまたは妊娠中
の人がいる家庭に交付する「子育て応援カード」。協
賛店でカードを提示することで、全国47都道府県で、
優待や割引などの各種サービスを受けられます。

【子育て応援カードの取得方法】
・�「宮崎県子育て応援カードポータルサ

イト」で新規登録し、デジタルカードを
取得する

・こども課の窓口で紙のカードを受け取る　
※�紙のカードの新規・再発行は、在庫限りとなります。

なお、既に発行されているカードは引き続き使用す
ることができます

【協賛店を募集！】
子育て応援サービスを実施する協賛店を募集して

います。県ホームページなどで紹介されるので、協賛
店のイメージアップにもつながります。
◉申込方法　「宮崎県子育て応援カード
ポータルサイト」から登録申請

こんな「家庭の日」を過ごしてみませんか 「家庭の日」を応援！
子育て応援カードでお得に過ごそう！

「家庭の日」市の取り組み
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あ
な
た
と
行
政
を
「
つ
な
ぐ
」

地
域
の
身
近
な
相
談
相
手

発
足
60
周
年
を
迎
え
た
行
政
相
談
委
員

制
度
。
国
民
か
ら
、
行
政
活
動
全
般
に
関

す
る
苦
情
や
相
談
を
受
け
付
け
、
相
談
者

へ
の
助
言
や
関
係
機
関
に
対
す
る
改
善
の

申
し
入
れ
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

行
政
相
談
委
員
は
総
務
大
臣
か
ら
の
委

嘱
を
受
け
、
全
国
の
全
市
区
町
村
の
区
域

単
位
に
配
置
さ
れ
ま
す
。
都
城
市
内
で
は

６
人
の
行
政
相
談
委
員
が
各
地
区（
都
城・

山
之
口
・
高
城
・
山
田
・
高
崎
）で
窓
口
を

開
設
し
、
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

相
談
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
、
道
路
の

修
繕
や
市
役
所
で
の
手
続
き
な
ど
身
近
な

も
の
か
ら
、
社
会
福
祉
や
医
療
保
険
な
ど
、

専
門
的
な
知
識
を
必
要
と
す
る
も
の
ま
で

さ
ま
ざ
ま
で
す
。

中
に
は
行
政
が
関
わ
ら
な
い
も
の
も
あ

り
ま
す
が
、
相
談
者
が
話
し
や
す
い
よ
う

真し
ん
摯し

に
耳
を
傾
け
、
悩
み
の
本
質
を
見
つ

け
出
し
、
解
決
へ
と
つ
な
が
る
道
へ
橋
渡

し
を
し
て
い
ま
す
。

相
談
委
員
と
な
っ
て
２
年
目
の
森
田
委

員
は
、「
初
め
の
う
ち
は
ど
う
答
え
て
い

い
か
分
か
ら
ず
困
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、

先
輩
相
談
委
員
や
宮
崎
行
政
監
視
行
政
相

談
セ
ン
タ
ー
に
助
言
を
も
ら
い
乗
り
越
え

る
こ
と
が
で
き
た
」と
振
り
返
り
ま
す
。

ま
た
、
行
政
相
談
制
度
を
よ
り
多
く
の

人
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
都
城
市
内
の
相

談
委
員
が
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
が
、
高

校
生
や
専
門
学
生
な
ど
を
対
象
と
し
た
出

S m i l i n g  f a c e s  o f  m i y a k o n o j o
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1_岩﨑委員（高崎）　2_中原委員
（山之口）　3_長倉委員（都城）　
4_萩原委員（山田）　5_廣池委員
（高城）　6_森田委員（都城）　7_
広報活動の一環で行うラジオ出
演　8_宮崎行政監視行政相談セ
ンター主催の一日合同行政相談所

前
教
室
。「
困
り
ご
と
が
起
き
た
際
に
は
、

相
談
で
き
る
場
所
が
あ
る
と
社
会
に
出
る

前
に
知
っ
て
い
て
ほ
し
い
」と
の
思
い
で
、

同
相
談
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て
行
っ
て
き

ま
し
た
。
都
城
・
北
諸
県
支
部
長
の
長
倉

委
員
は
、「
出
前
教
室
で
、
学
生
か
ら
信

号
の
待
ち
時
間
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
る
な

ど
、
認
知
度
向
上
に
一
役
買
っ
て
い
る
」

と
手
応
え
を
語
り
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
う
本
活
動
。
相
談

委
員
は
、
活
動
を
続
け
る
理
由
を「
ど
こ

に
相
談
し
て
い
い
か
分
か
ら
ず
、
す
が
る

よ
う
な
気
持
ち
で
相
談
に
来
ら
れ
る
。
そ

の
人
た
ち
が
少
し
で
も
楽
に
な
る
よ
う
手

助
け
を
し
た
い
。
そ
の
一
心
で
続
け
て
い

る
」と
口
を
そ
ろ
え
ま
す
。

長
倉
委
員
は「
困
り
ご
と
が
あ
る
と
き

は
、
地
域
の
身
近
な
相
談
相
手
で
あ
る
行

政
相
談
委
員
に
、
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

話
す
だ
け
で
も
落
ち
着
き
ま
す
よ
」
と
気

さ
く
な
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

都城市内の

行政相談委員の
皆さん

※�

市
内
で
は
、
毎
月
各
地
区
で
１
回
、
相
談

所
が
開
か
れ
ま
す（
都
城
地
区
で
は
、
月

２
回
の
相
談
所
の
ほ
か
、
各
地
区
公
民
館

を
月
ご
と
に
巡
回
し
て
い
る
た
め
、
月
に

３
回
、
相
談
可
能
）。

　

�

要
望
や
困
り
ご
と
な
ど
が
あ
る
際
は
、
各

地
区
６
人
の
行
政
相
談
委
員
に
相
談
く
だ

さ
い
。

問　
宮
崎
行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
０
９
８
５‒

24‒

３
３
７
０

１

5

3

7

2

6

4

8
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一人当たり医療費 加入者数

430
419

398

国保加入者数と一人当たり医療費の推移

（千円） （人）

380

390

400

410

420

430

440

34,000

36,000

38,000

40,000

42,000

36,50937,934

40,867

R3R1H29

増
え
続
け
る
医
療
費

国
保
の
加
入
者
数
が
年
々
減
少
す
る
一

方
で
、
国
保
加
入
者
の
高
齢
化
や
医
療
技

術
の
高
度
化
に
伴
い
、
１
人
当
た
り
の
医

療
費
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
令
和
３

年
度
の
１
人
当
た
り
の
医
療
費
は
約
43
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

医
療
費
の
抑
制
の
た
め
に

◉
定
期
的
な
健
康
診
断
の
受
診

特
定
健
診
や
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
を
定
期

的
に
受
診
し
、
病
気
の
早
期
発
見
や
早
期

治
療
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

◉
医
療
費
通
知
書
の
確
認

市
は
、
治
療
に
か
か
っ
た
医
療
費
額
を

年
６
回
通
知
し
て
い
ま
す
。
自
己
負
担
額

を
確
認
し
て
、
医
療
費
に
対
す
る
関
心
を

高
め
ま
し
ょ
う
。

◉
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用

新
薬
に
比
べ
て
価
格
が
安
い
た
め
、
支

払
う
代
金
の
軽
減
や
医
療
費
全
体
の
抑
制

に
も
つ
な
が
る「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
」

を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

※�

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
新
薬
と
同

じ
有
効
成
分
で
作
ら
れ
て
い
て
、
同
等

の
効
果
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
味
や
臭

い
の
改
善
、
保
存
性
の
向
上
な
ど
、
さ

ら
に
工
夫
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

国
保
税
の
収
納
率
・
収
納
額

国
保
税
の
収
納
率
は
年
々
上
昇
し
て
い

て
、
令
和
３
年
度
は
95
・
54
㌫
で
、
過
去

最
高
の
収
納
率
を
達
成
。
し
か
し
、
加
入

者
数
の
減
少
に
伴
い
、
収
納
額
は
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

国
保
税
確
保
と
税
負
担
の
公
平
性
を

保
つ
た
め
の
取
り
組
み

◉
夜
間
窓
口
の
設
置

毎
週
木
曜
日（
祝
日
を
除
く
）
に
、
19

時
ま
で
時
間
を
延
長
し
て
、
納
税
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。

◉
納
税
お
知
ら
せ
セ
ン
タ
ー
の
開
設

セ
ン
タ
ー
で
は
滞
納
者
に
直
接
電
話
で

納
付
を
促
し
ま
す
。

◉
財
産
調
査
・
差
し
押
さ
え
に
よ
る
滞
納

処
分滞

納
者
に
対
し
て
、
財
産
の
調
査
に
基

づ
い
て
、
預
貯
金
な
ど
財
産
の
差
し
押
さ

え
を
行
っ
て
い
ま
す
。

口
座
振
替
の
促
進

国
保
税
の
納
め
忘
れ
を
防
ぐ
た
め
、口
座

振
替
を
促
進
し
て
い
て
、
４
月
か
ら
Ｗ
ｅ

ｂ
で
の
申
し
込
み
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

保
険
年
金
課
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康

保
険
証
利
用
が
始
ま
っ
て
い
ま
す

令
和
３
年
10
月
か
ら
の
本
格
運
用

に
伴
い
、
利
用
で
き
る
医
療
機
関
な

ど
も
順
次
増
え
て
い
ま
す
。

利
用
に
は
事
前
登
録
が
必
要
で
す
。

セ
ブ
ン
銀
行
Ａ
Ｔ
Ｍ
や
パ
ソ
コ
ン
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
て
マ
イ

ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
保
険
年
金
課
や
各
総
合

支
所
、
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
で
も

登
録
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※�

こ
れ
ま
で
通
り
健
康

保
険
証
で
も
受
診
可

能

国
保
は
、
病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
に
、
医
療
費
な
ど
の
負
担
を
軽
く
す
る
た
め
、

全
て
の
加
入
者
が
お
金
を
出
し
合
っ
て
、
互
い
に
助
け
合
う
制
度
で
す
。

今
回
は
、
国
保
の
運
営
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
医
療
費
の
現
状
や
、
国
保
税
の
状

況
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。　

�
◎
問
い
合
わ
せ　
保
険
年
金
課　
☎
23
－
２
１
２
７

国
民
健
康
保
険（
国
保
）の

健
全
な
運
営
に
協
力
く
だ
さ
い

34.1

収
納
率
（
％
）

収
納
額
（
億
円
）

収納額 収納率

国保税の収納額および収納率の推移

95.5494.63
93.73

R3R1H2932.0

34.0

36.0

38.0

40.0

90

92

94

96

37.3
35.2
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秋秋のの全国火災予防運動全国火災予防運動がが
始まります始まります

消
防
局
で
は
、YouTube

チ
ャ

ン
ネ
ル「
動
画
都
城
市
」
で
１
１
９

番
通
報
の
注
意
点
な
ど
を
ま
と
め
た

動
画
を
配
信
し
て
い
ま
す
。
Ｑ
Ｒ
を

読
み
込
む
か「
都
城
１

１
９
」
と
検
索
く
だ
さ

い
。

主
な
火
災
原
因

都
城
管
内
で
は
、
た
き
火
が
６
年
間
連

続
で
出
火
原
因
の
第
１
位
。
令
和
３
年
は

24
件
発
生
し
て
い
て
、
た
き
火
が
原
因
で

死
者
が
発
生
し
た
火
災
も
起
き
て
い
ま
す
。

火
災
防
止
対
策

・
ご
み
の
屋
外
焼
却
は
原
則
禁
止

※�

屋
外
焼
却
を
発
見
し
た
ら
、
環
境
政
策

課（
☎
23‒

２
１
３
０
）
や
各
総
合
支

所
地
域
生
活
課
に
連
絡
く
だ
さ
い

・�

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
や
草
木
類
は
適
正

に
分
別
し
、
指
定
袋
で
ご
み
集
積
場
に

持
ち
出
し
ま
す

11
月
９
日
は
１
１
９
番
の
日

火
災
や
救
急
を
通
報
す
る
上
で
、
一
番

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
真
っ
先
に「
消
防

車
や
救
急
車
が
向
か
う
場
所
」
を
伝
え
る

こ
と
で
す
。
消
防
局
指
令
課
で
は
、
１
１

９
番
通
報
が
入
る
と
、
災
害
場
所
に
近
い

消
防
署
や
分
署
に
出
動
指
令
を
出
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
消
防
車
や
救
急
車
を
１
秒

で
も
早
く
現
場
に
向
か
わ
せ
る
に
は
、
い

ち
早
く
場
所
を
特
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
ず
は
、
住
所
や
目
標
と
な
る
建
物
、

交
差
点
な
ど
を
落
ち
着
い
て
正
確
に
伝
え

て
く
だ
さ
い
。

昨年中、都城管内において、86件の火災が発生し、３人の死者と
８人の負傷者が出ました。これから空気が乾燥し、火災が起きやす
い時期を迎えます。火の元には十分気を付けましょう。

　　　　　　　　◎問い合わせ　消防局総務課　☎22-8882
※火災の問い合わせ（自動音声）　☎22-8500

11月９日から

【
ケ
ー
ス
①
住
所
が
分
か
る
場
合
】

住
所
を
番
地
ま
で
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

【
ケ
ー
ス
②
住
所
が
分
か
ら
な
い
場
合
】

目
標
物
を
探
し
ま
し
ょ
う
。
建
物
や
交

差
点
、
バ
ス
停
、
橋
の
名
前
な
ど
を
伝
え

て
く
だ
さ
い
。

【
ケ
ー
ス
③
住
所
も
分
か
ら
ず
周
り
に
何

も
な
い
場
合
】

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
グ
ー
グ
ル
マ
ッ

プ
を
開
き
、
マ
ッ
プ
の
中
か
ら
自
分
の
位

置
を
タ
ッ
プ
し
て
、
位
置
情
報
を
取
得
。

緯
度
と
経
度
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

１
１
９
番
通
報
に
つ
い
て
知
ろ
う
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納
期
内
納
付
と
自
主
納
付
が
原
則

市
が
扱
う
税
金
に
は
、
市
県
民
税
や
固

定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
法
人
市
民
税

な
ど
の
ほ
か
、
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
が

あ
り
ま
す
。　

税
金
は
、
納
期
内
納
付
と
自
主
納
付
が

原
則
で
す
。

納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で

納
付
忘
れ
を
防
ぐ
に
は
、
口
座
振
替
が

便
利
で
す
。
市
で
は
今
年
度
か
ら
、
パ
ソ

コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た

「
Ｗ
ｅ
ｂ
口
座
振
替
受
付
サ
ー
ビ
ス
」を
開

始
。
口
座
振
替
依
頼
書
の
記
入
や
届
出
印

が
不
要
で
、
金
融
機
関
や
市
役
所
に
出
向

く
必
要
も
な
く
、
簡
単
に
申
し
込
み
で
き

ま
す
。

利
用
で
き
る
金
融
機
関
な

ど
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い
。

※�

従
来
通
り
、
市
内
の
金
融
機
関
窓
口
で

の
申
し
込
み
も
可
能
で
す

納
付
忘
れ
も
滞
納
で
す

納
付
期
限
ま
で
に
納
税
し
な
い
こ
と
を

「
滞
納
」と
い
い
ま
す
。
う
っ
か
り
や
不
注

意
に
よ
る
納
付
忘
れ
で
あ
っ
て
も
、「
滞

勤
め
て
い
る
人
の
納
付
方
法

会
社
な
ど
に
勤
め
て
い
る
人
の
市
県
民

税
は
、
特
別
徴
収
制
度
に
よ
る
給
与
差
し

引
き
に
な
っ
て
い
ま
す
。
特
別
徴
収
制
度

は
、
雇
用
主
が
従
業
員
の
給
与
か
ら
預

か
っ
て
納
付
す
る
制
度
で
す
。
雇
用
主
の

皆
さ
ん
は
、
納
付
期
限
ま
で
に
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。

雇
用
主
の
皆
さ
ん
へ

調
査
協
力
の
お
願
い

従
業
員
が
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
る

場
合
、
会
社
に
給
与
な
ど
の
調
査
を
行
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
調
査
へ
の
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

納
」
に
な
り
ま
す
。
納
付
期
限
を
過
ぎ
る

と
本
税
の
ほ
か
、
督
促
手
数
料
や
延
滞
金

も
併
せ
て
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

期
限
ま
で
に
納
付
で
き
な
い
と
き

病
気
や
失
業
、
災
害
な
ど
、
や
む
を
得

な
い
理
由
で
納
付
が
困
難
に
な
っ
た
人
の

た
め
に
、
納
税
相
談
を
随
時
行
っ
て
い
ま

す
。
納
付
が
困
難
に
な
っ
た
場
合
は
、
そ

の
ま
ま
放
置
せ
ず
、
早
め
に
相
談
く
だ
さ

い
。毎

週
木
曜
日
は
、
納
税
管
理
課
と
保
険

年
金
課
で
19
時
ま
で
夜
間
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

滞
納
処
分
さ
れ
ま
す

税
の
公
平
性
を
保

つ
た
め
、
国
税
徴
収

法
な
ど
で
定
め
ら
れ

て
い
る
の
が
滞
納
処

分
で
す
。
滞
納
の
状

態
が
続
く
と
、
滞

納
し
て
い
る
人
の
財
産（
預
貯
金
や
給
与
、

生
命
保
険
、
不
動
産
な
ど
）
を
差
し
押
さ

え
て
、
滞
納
し
て
い
る
市
税
に
充
当
し
ま

す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
滞
納
者
宅
の
捜
索

や
自
動
車
の
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
を
行
い
、
公

売
し
ま
す
。
滞
納
処
分
は
、
本
人
承
諾
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
行
い
ま
す
。

市税は、福祉や教育、生活環境整備など行政サービスを行うための
重要な財源です。私たちが健康で豊かな生活を送るために、必要な費
用をまかなっている税金。納付期限までに納付しましょう。
◎問い合わせ　市税について　　　　　　納税管理課　☎23-2126

国民健康保険税・後期高齢者医療保険料について
　保険年金課　☎23-7144

介護保険料について　　　介護保険課　☎23-2596

はは納付期限納付期限までにまでに納めましょう納めましょう税金

差し押さえ物品公売会

税目 /納期 11/30
㈬

12/26
㈪

１/31
㈫

２/28
㈫

３/31
㈮

固定資産税 ● ●
市県民税 ●
国民健康保険税 ● ● ● ● ●
後期高齢者
医療保険料 ● ● ● ●

介護保険料 ● ● ● ●

11月以降の税金および保険料の納付期限
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ＩＮＴＥＲＶＩＥＷ

◉
配
布
額

１
人
５
千
円
分

◉
配
布
期
間

11
月
１
日
㈫
～
令
和
５
年
３
月
31
日
㈮

※�
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
の
利
用
に
有
効
期
限
は

あ
り
ま
せ
ん

◉
使
え
る
店
舗

Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
加
盟
店（
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
、
一
部
の
書
店
な
ど
）

※
利
用
前
に
店
舗
に
確
認
く
だ
さ
いク

リ
ー
ン
ア
ッ
プ
宮
崎

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
宮
崎

市では、マイナンバーカード取得感謝券の配布期
限以降に、マイナンバーカードを初めて取得した市民
に、QUOカード５千円分を配布しています。　
◎問い合わせ
マイナンバーカードサポートセンター　☎23‒2774

◉
配
布
対
象
・
配
布
方
法

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
に
配
布

し
て
い
ま
す
。

①�

８
月
２
日
㈫
か
ら
10
月
31
日
㈪
ま
で
に

カ
ー
ド
を
初
め
て
取
得
し
た
市
民

対
象
者
宅
へ
郵
送

②�

カ
ー
ド
を
取
得
し
て
い
て
、
８
月
２
日

㈫
か
ら
10
月
31
日
㈪
ま
で
に
本
市
に
転

入
し
た
市
民

対
象
者
宅
へ
郵
送

※�

カ
ー
ド
の
継
続
利
用
の
手
続
き
を
済
ま

せ
て
い
る
人
が
対
象

③�

11
月
１
日
㈫
以
降
に
カ
ー
ド
を
初
め　

て
取
得
ま
た
は
申
請
し
た
市
民

カ
ー
ド
交
付
ま
た
は
申
請
時
に
窓
口
で
手

渡
し

※�

申
請
時
に
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
を
受
け
取
る

に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い

④�

カ
ー
ド
を
取
得
し
て
い
て
、
11
月
１
日

㈫
以
降
に
本
市
に
転
入
し
た
市
民

転
入
届
時
に
窓
口
で
手
渡
し

※�

同
時
に
カ
ー
ド
の
継
続
利
用
の
手
続
き

が
必
要

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
申
請
か

ら
取
得
ま
で
１
カ
月
～
１
カ
月
半
程

度
か
か
り
ま
す
。
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
の

受
取
を
希
望
す
る
人
は
、
令
和
５
年

２
月
15
日
㈬
ま
で
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

市ホームページ

マイナンバーカードを取得して

5000円分もらおう！

QUO
カード

一
度
む
し
歯
に
な
る
と
、
二
度
と
元
の

健
全
な
歯
に
は
戻
ら
な
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
生
涯
に
わ
た
り
健
康
な
歯
を
保
つ

た
め
、
子
ど
も
の
と
き
か
ら
む
し
歯
予
防

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

児
童
の
む
し
歯
罹り

患か
ん

本
数

本
市
の
令
和
３
年
度
の
12
歳
児
一
人
当

た
り
の
平
均
む
し
歯
本
数
は
１
・
49
本
で
、

全
国
平
均
の
０
・
63
本
、
県
平
均
の
０
・

90
本
に
比
べ
、
む
し
歯
の
罹
患
本
数
が
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
２
年
度
の
１
・

58
本
よ
り
は
減
少
し
た
も
の
の
、
県
内
26

市
町
村
で
６
番
目
に
高
い
現
状
で
す
。

む
し
歯
予
防
の
取
り
組
み

市
教
育
委
員
会
で
は
、
市
内
の
小
・
中

学
校
で
歯
の
保
健
指
導
や
歯
磨
き
指
導
、

歯
科
検
診
を
実
施
。
市
内
小
学
校
の
モ
デ

ル
校
で
、
保
護
者
が
希
望
し
た
児
童
に
対

し
、
フ
ッ
化
物
洗
口
を
行
っ

て
い
ま
す
。
フ
ッ
化
物
は
、

歯
の
表
面
を
強
く
し
、
む

し
歯
菌
の
働
き
を
弱
め
る

効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　
学
校
教
育
課　
☎
23
－
２
１
８
６

都城歯科医師会
地域保健母子・
学校歯科担当理事

稲田 英三郎さん

目
指
せ
80
歳
で
20
本
の
歯
！

11
月
８
日
は
い
い 　

  

の
日

歯歯
子
ど
も
が
成
長
し
て
い
く
上
で
、

生
活
に
占
め
る「
食
事
」
の
比
重
は
、

と
て
も
大
き
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。「
も
ぐ
も
ぐ
何
で
も
食
べ
ら
れ
る
」

か
ら
こ
そ
、
家
族
や
友
だ
ち
と
の
会

話
を
楽
し
み
な
が
ら
の「
食
事
」
に
夢

中
に
な
れ
て
、
健
や
か
な
成
長
・
発
育

が
促
さ
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
食
事
の
基

礎
に
あ
る
の
が
、「
む
し
歯
の
な
い
歯
」

「
き
れ
い
な
お
口
の
中
」
で
す
。
だ
か

ら
こ
そ
、「
フ
ッ
化
物
の
入
っ
た
歯
磨

き
剤
を
使
用
し
た
歯
磨
き
の
習
慣
」

や
、「
早
期
歯
科
治
療
・
定
期
的
な
歯

科
医
院
の
受
診
」が
と
て
も
大
切
で
す
。

子
ど
も
の
と
き
か
ら
健
康
な
歯
を
保

つ
た
め
に
も
、
気
軽
に
、
近
隣
の
歯

科
医
院
を
受
診
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
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■マイナンバーカードを利用して、全国のコンビニで各種証明書を取得できます。
（６：30 〜23：00）

お知らせ

ぼ
ん
ち
く
ん
サ
ン
タ
が
や
っ
て
く
る
！

事
前
に
預
か
っ
た
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
、
自
宅
に
届
け
ま
す
。

◉
日
時　
12
月
23
日
㈮
・
24
日
㈯

　
　
　
17
時
～
20
時

◉
定
員　
６
組　
※
抽
選
有
り

◉
申
込
方
法　
11
月
30
日
㈬

ま
で
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
申
し
込
み

　
み
や
こ
ん
じ
ょ
Ｐ
Ｒ
課

　
　
☎
23‒

２
６
１
５

芸
術
文
化
協
会
加
盟
団
体
イ
ベ
ン
ト

【
健
康
麻
雀
体
験
会（
無
料
）】

◉
日
時　
11
月
15
日
㈫
・
17
日
㈭

　
　
　
13
時
～
16
時

◉
場
所　
小
松
原
地
区
公
民
館

　
健
康
麻
雀
同
好
会（
吉
元
）

☎
０
９
０‒

１
１
６
９‒

５
０
２
７

【
市
民
吹
奏
楽
団
定
期
演
奏
会
】

◉
日
時　
11
月
20
日
㈰　
14
時
～

◉
場
所　
総
合
文
化
ホ
ー
ル

◉
費
用　
中
学
生
以
上
５
０
０
円

　
都
城
市
民
吹
奏
楽
団（
白
谷
）

☎
０
８
０‒

５
２
６
５‒

９
７
２
９

【
歴
史
講
演
会「
都
城
の
こ
こ
が
す
ご
い
！

古
代
諸
県
の
物
語
」（
無
料
）】

◉
日
時　
12
月
10
日
㈯　
14
時
30
分
～

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

今
後
開
催
予
定
の
催
し
や
講
座
な
ど
は
、

中
止
ま
た
は
延
期
と
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
参
加
予
定
の
人
は
、
主
催
者
に
開

催
の
有
無
を
必
ず
確
認
く
だ
さ
い
。

成
人
記
念
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
参
加
者

◉
日
時　
１
月
15
日
㈰　
８
時
30
分
～

◉
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
場
所

都
城
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

◉
種
目
・
対
象　

【
男
子
】

８
０
０
㍍
小
学
１・２
年
生

２
㌔

小
学
３
～
６
年
生

５
㌔

中
学
生
、
高
校
生
、一般
、
壮
年

【
女
子
】

８
０
０
㍍
小
学
１・２
年
生

２
㌔

小
学
３
～
６
年
生

３
㌔

中
学
生
、
高
校
生
、一般
、
壮
年

◉
費
用　
高
校
生
以
下
６
０
０
円

　
　
　
一
般
・
壮
年
１
５
０
０
円

　
12
月
８
日
㈭
ま
で
に
メ
ー
ル
で

y_hibiki0418@
yahoo.co.jp

　
都
城
市
陸
上
競
技
協
会
事
務
局

m
ac_3550@

yahoo.co.jp

催
　
し

◉
場
所　
ホ
テ
ル
中
山
荘

　
南
九
州
文
化
研
究
会（
田
代
）

☎
０
９
０‒

２
３
９
７‒

３
１
２
５

そ
お
・
み
や
こ
ん
じ
ょ
ジ
オ
ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ

栗
野
岳
登
山

◉
日
時　
11
月
20
日
㈰　
９
時
～
15
時

◉
集
合
場
所　
霧
島
ア
ー
ト
の
森　
枕
木

階
段
駐
車
場（
湧
水
町
木
場
）　

※
８
時
30
分
集
合

◉
対
象　
小
学
生
以
上

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

◉
定
員　
30
人　
※
申
し
込
み
順

◉
費
用　

一
般
千
円
、
中
学
生
以
下

３
０
０
円（
保
険
・
ガ
イ
ド
料
含
む
）

◉
そ
の
他　
登
山
に
適
し
た
服
装
で
雨
具

や
水
筒
、
弁
当
な
ど
を
持
参

　
11
月
18
日
㈮
ま
で
の
17
時
～
20
時

に
そ
お
・
み
や
こ
ん
じ
ょ
ジ
オ
ガ
イ
ド
ク

ラ
ブ（
宮
川
）

☎
０
９
０‒

３
７
９
７‒

３
８
４
５

秋
の
霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
・
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ（
約
12
㌔
）

◉
日
時　
12
月
10
日
㈯　
９
時
～
15
時

◉
集
合
場
所　
母
智
丘
公
園
駐
車
場　

※
出
発
地
ま
で
バ
ス
送
迎
有
り

◉
行
程　
大
川
原
キ
ャ
ン
プ
場
→
悠
久
の

森
→
桐
原
の
滝
→
三さ

ん
連れ

ん
轟と

ど
ろ

→
溝
ノ
口
多
目

的
広
場
→
中
谷
小
学
校

※
変
更
の
可
能
性
有
り

◉
定
員　
20
人　
※
申
し
込
み
順

◉
費
用　
１
５
０
０
円（
保
険
・
昼
食
代

含
む
）

　
都
城
観
光
協
会　
☎
23‒

２
４
６
０

ふ
れ
あ
い
映
画
祭（
無
料
）

映
画
を
き
っ
か
け
に
、
人
権
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

◉
日
時　
11
月
23
日
㈬　
13
時
30
分
～

◉
場
所　
総
合
文
化
ホ
ー
ル

◉
上
映
内
容　
「
映
画　

す
み
っ
コ
ぐ
ら

し　
青
い
月
夜
の
ま
ほ
う
の
コ
」ほ
か

◉
申
込
方
法　
11
月
18
日
㈮

ま
で
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
申
し
込
み

※
申
し
込
み
順

　
生
涯
学
習
課　
☎
23‒

０
９
６
２

都
城
島
津
家
御ご

入に
ゅ
う

部ぶ

記
念

史
跡
め
ぐ
り

◉
日
時　
12
月
11
日
㈰　
９
時
～
16
時

◉
集
合
場
所　
都
城
島
津
邸
駐
車
場

◉
定
員　
20
人　
※
応
募
多
数
の
場
合
抽
選

◉
費
用　
千
円（
入
館
料
や
昼
食
代
、
資

料
代
な
ど
を
含
む
）

　
11
月
27
日
㈰
ま
で
に
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で
都
城
島
津
邸

☎
23‒

２
１
１
６　
FAX36‒

４
０
１
９

ごみの収集日自動音声案内　☎22-5374

注
意
く
だ
さ
い

募
　
集

22広報 都城 令和４年11月号



市役所の開庁時間　平日8:30 ～ 17:15
※毎週木曜日　市民課証明窓口は19:00まで開設

I N F O R M A T I O N
�申は申し込み、�問は問い合わせ

あ
な
た
の
な
り
た
い
夢
応
援
セ
ミ

ナ
ー
（
無
料
）

◉
日
時　
11
月
27
日
㈰　
10
時
～
12
時

◉
場
所　
祝
吉
地
区
公
民
館

◉
講
師　
ク
リ
ー
ン
エ
ン
ジ
ェ
ル
代
表　

堀
内
真
弓
さ
ん

◉
内
容　
あ
な
た
の
夢
引
き
寄
せ
る
講
座

～
受
験
・
就
活
バ
ー
ジ
ョ
ン
～

◉
対
象
・
定
員　
ひ
と
り
親
家
庭
で
小
学

５
年
以
上
・
30
人

※�

申
し
込
み
順
。
詳
し
く
は
、

主
催
者
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
確
認
く
だ
さ
い

　
都
城
市
母
子
寡
婦
福
祉
連
絡
協
議
会

talkcafe.m
j@

gm
ail.com

青
少
年
育
成
・
家
庭
教
育
講
演
会（
無

料
）

◉
日
時　
11
月
15
日
㈫　
10
時
～
12
時

◉
場
所　
総
合
文
化
ホ
ー
ル

◉
内
容　
人
気
育
児
漫
画
家
・
イ
ラ
ス
ト

レ
ー
タ
ー
の
高
野
優
さ
ん
に
よ
る「
子
は

育
ち
親
も
育
つ
～
楽
し
ま
な
く
っ
ち
ゃ

も
っ
た
い
な
い
！
～
」の
講
演

※
保
護
者
向
け
。
子
ど
も
の
参
加
も
可
能

◉
申
込
方
法　
11
月
９
日
㈬

ま
で
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
申
し
込
み

※
申
し
込
み
順

　
生
涯
学
習
課　
☎
23‒

９
５
４
５

認
知
症
家
族
支
援「
な
ご
み
会
」（
無
料
）

◉
日
時　
12
月
10
日
㈯　
13
時
～
15
時

◉
場
所　
未
来
創
造
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

◉
内
容　
認
知
症
患
者
へ
の
作
業
療
法

◉
対
象　
認
知
症
患
者
を
介
護
す
る
家
族

◉
定
員　
20
人　
※
申
し
込
み
順

　
12
月
８
日
㈭
ま
で
に
都
城
コ
ア
学

園　
☎
38‒

４
８
１
１

認
知
症
講
演
会（
無
料
）

◉
日
時　
11
月
26
日
㈯

　
　
　
13
時
～
15
時
30
分

◉
場
所　
中
央
公
民
館

◉
内
容

・
都
城
コ
ア
学
園
の
学
生
ら
に
よ
る
若
年

　
性
認
知
症
を
テ
ー
マ
に
し
た
劇

・「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
み
や
こ
ん
じ
ょ
」

　
代
表
の
前
田
薫
さ
ん
に
よ
る
講
演

・「
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
壱
行
の
会
」
代
表

　
の
福
田
人
志
さ
ん
に
よ
る
講
演

◉
定
員　
１
０
０
人　
※
申
し
込
み
順

　
11
月
24
日
㈭
ま
で
に
都
城
コ
ア
学

園　
☎
38‒

４
８
１
１

子育て支援センター
今月のオススメ行事
※�その他の行事は、子育て支援センター
のホームページでも確認できます
都城市子育て世代活動支援センター（ぷれぴか）
☎36-5858
子育て講座「母乳の効能・卒乳・断乳について」
⃝日時　11/25㈮　10時30分～ 11時30分
⃝定員　15組　※申し込み順
山之口地域子育て支援センター　☎57-3298
散歩の日
⃝日時　12/ ６㈫　11時～　※要申し込み
山田地域子育て支援センター　　☎64-3171
子育て講座　クリスマスカードづくり
⃝日時　11/22㈫　10時～ 11時
⃝定員　７組　※申し込み順
東部地域子育て支援センター　エンゼル
☎26-9587
言語聴覚士　あっ子先生のことばの部屋
⃝日時　12/ ６㈫　10時30分～ 11時30分
⃝定員　８組程度　※申し込み順
高崎地域子育て支援センター　たんぽぽ
☎62-0027
楽しく作ろう年賀状
⃝日時　12/14㈬　10時30分～ 11時30分
⃝定員　７組　※申し込み順

生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
者
認

定
講
習
会（
無
料
）

生
涯
学
習
課
が
主
催
す
る
教
室
な
ど
で
、

趣
味
や
特
技
を
生
か
し
指
導
者
と
し
て
活

動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◉
日
時　
11
月
16
日
㈬　
14
時
～

◉
場
所　
ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

◉
対
象　
絵
画
や
工
作
、
手
芸
、
料
理
、

美
容
、
楽
器
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
資
格
ま

た
は
指
導
経
験
が
あ
る
人

◉
準
備
物　
指
導
分
野
の
資
格
を
証
明
す

る
も
の
の
コ
ピ
ー
、
印
鑑
、
筆
記
用
具

　
11
月
14
日
㈪
ま
で
に
生
涯
学
習
課

　
　
　
☎
23‒

０
９
６
２

お
し
ゃ
べ
り
が
ん
サ
ロ
ン

ル
ピ
ナ
ス
の
会（
無
料
）

が
ん
に
関
す
る
相
談
や
悩
み
な
ど
自
由

に
お
し
ゃ
べ
り
で
き
る
交
流
の
場
で
す
。

◉
日
時　
11
月
17
日
㈭

　
　
　
13
時
30
分
～
14
時
30
分

◉
場
所　
都
城
医
療
セ
ン
タ
ー

◉
対
象　
が
ん
患
者
お
よ
び
家
族
な
ど

◉
講
師　
が
ん
化
学
療
法
看
護
認
定
看
護
師

◉
内
容　
治
療
中
の
外
見
変
化
が
気
に
な

る
方
へ
～
脱
毛
の
ケ
ア
に
つ
い
て
～

※
要
申
し
込
み

　
都
城
医
療
セ
ン
タ
ー
内
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー　

☎
０
１
２
０‒

４
１
１‒

３
２
９

講
座
・
教
室
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未
来
の
た
め
に
減
ら
そ
う
！

未
来
の
た
め
に
減
ら
そ
う
！

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
一
部
が
不
適
正

な
処
理
の
た
め
、
海
洋
へ
流
出
し
て
い
ま

す
。こ

の
ま
ま
で
は
、
２
０
５
０
年
ま
で
に

魚
の
重
量
を
上
回
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
海

洋
環
境
に
流
出
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る

な
ど
、
地
球
規
模
で
の
環
境
汚
染
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　
環
境
業
務
課　

　
　
　
　
　
　
　
☎
24‒

５
５
６
０

増
え
続
け
る

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
軽
量
で
形
状
を
変
化
さ

せ
や
す
く
丈
夫
な
こ
と
か
ら
、
生
活
の
あ
ら

ゆ
る
場
面
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

大
量
生
産
さ
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、
ご

み
に
な
る
量
も
非
常
に
多
く
、
中
に
は
使
い

捨
て
や
ポ
イ
捨
て
に
つ
な
が
り
、
特
に
屋
外

に
捨
て
ら
れ
た
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
が
雨

や
風
に
よ
って
河
川

に
入
り
海
へ
流
れ

出
て
い
ま
す
。
時

に
は
、
そ
の
プ
ラ

■マイナンバーカードを利用して、全国のコンビニで各種証明書を取得できます。
（６：30 〜23：00）

お知らせ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク（
無
料
）

◉
日
時　
12
月
10
日
㈯

　
　
　
　
９
時
～
12
時
15
分

◉
場
所　
早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

◉
対
象　

市
内
お
よ
び
三
股
町
内
の
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
に
所
属
す
る
小
学
生

◉
定
員　
70
人　
※
申
し
込
み
順

◉
そ
の
他　
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
要
加
入

　
11
月
30
日
㈬
ま
で
に
電
話
や
フ
ァ

ク
ス
、
メ
ー
ル
で
ス
ポ
ー
ツ
政
策
課　

☎
23‒

９
５
４
６　
FAX23‒

６
３
６
５

sports@
city.m

iyakonojo.m
iyazaki.jp

生
涯
学
習
課
主
催
の
教
室

【
親
子
パ
ン
教
室
】

◉
日
時　
①
12
月
10
日
㈯　
10
時
～
13
時

　
　
　
②
12
月
17
日
㈯　
10
時
～
13
時

◉
場
所　
ま
ち
な
か
交
流
セ
ン
タ
ー

◉
定
員　
６
組　

※
５
組
以
上
で
開
催
。

申
し
込
み
順

◉
学
習
料　
各
回
２
千
円

◉
準
備
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
タ
オ

ル
、
牛
乳
パ
ッ
ク

　
11
月
30
日
㈬
ま
で
に
生
涯
学
習
課

　
　
☎
23‒

０
９
６
２

お
知
ら
せ

利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

同
セ
ン
タ
ー
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
仕
事
の
内
容
に
よ

り
費
用
は
異
な
り
ま
す
。

◉
業
務
内
容　
空
き
家
管
理
、
賞
状
や
卒

業
証
書
な
ど
の
筆
耕
、
家
事
援
助
、
墓

の
管
理（
清
掃
、
供
花
、
墓
参
り
代
行
）、

通
院
時
の
病
院
で
の
付
き
添
い
、
ち
ら
し

な
ど
の
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
、電
球
交
換
、カ
ー

テ
ン
の
付
け
替
え
、
会
員
派
遣（
介
護
施

設
や
製
造
業
、
飲
食
店
な
ど
）

※
会
員
も
随
時
募
集
し
て
い
ま
す

　
都
城
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
☎
25‒
１
０
０
０

令
和
４
年

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
の
送
付

１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
に
、
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
人
を
対
象
に
、

控
除
証
明
書
を
11
月
上
旬
に
送
付
し
ま
す
。

確
定
申
告
の
際
に
使
用
く
だ
さ
い
。

※
再
発
行
は
、
都
城
年
金
事
務
所
へ
連
絡

く
だ
さ
い

　
都
城
年
金
事
務
所

　
　
☎
23‒

２
５
７
１

都城市公式LINEでは、イベント情報などを入手できます

講
座
・
教
室

ス
チ
ッ
ク
を
ウ
ミ
ガ
メ
や
ク
ジ
ラ
が
誤
食
し
、

死
に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
減
ら
す

た
め
に
で
き
る
こ
と
！

・
買
い
物
に
は
マ
イ
バ
ッ
グ
を
使
用
す
る

・
マ
イ
箸
、
マ
イ
ボ
ト
ル
を
使
用
す
る

・�

使
い
捨
て
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
コ
ッ
プ

や
ス
プ
ー
ン
、
フ
ォ
ー
ク
、
ス
ト
ロ
ー

の
使
用
を
減
ら
す

・�

ポ
イ
捨
て
し
な
い
で
、
ル
ー
ル
に
従
っ

て
正
し
く
分
別
す
る

使
い
捨
て
型
社
会
か
ら

循
環
型
社
会
に
変
え
る
４
Ｒ
の
推
進

　
４
Ｒ（
フ
ォ
ー
ア
ー
ル
）
と
は
、
ご
み
を

減
ら
し
、
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
し
て
、

環
境
に
優
し
い
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め

の
重
要
な
取
り
組
み
で
す
。

•

リ
フ
ュ
ー
ズ　
ご
み
に
な
る
も
の
を
断
る

・
リ
デ
ュ
ー
ス　
ご
み
を
減
ら
す

・
リ
サ
イ
ク
ル　
再
生
利
用
す
る

・
リ
ユ
ー
ス　
繰
り
返
し
使
う

24広報 都城 令和４年11月号



市役所の開庁時間　平日8:30 ～ 17:15
※毎週木曜日　市民課証明窓口は19:00まで開設

I N F O R M A T I O N
�申は申し込み、�問は問い合わせ

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰

緊
急
支
援
給
付
金

◉
対
象　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世

帯
の
世
帯
主

①
住
民
税
非
課
税
世
帯

世
帯
全
員
の
令
和
４
年
度
分
の
住
民
税
均

等
割
が
非
課
税
ま
た
は
免
除
さ
れ
て
い
る

世
帯

※
基
準
日　
令
和
４
年
９
月
30
日

②�

家
計
急
変
世
帯

①
以
外
の
世
帯
で
令
和
４
年
１
月
～
12
月

の
期
間
に
予
期
せ
ず
家
計
が
急
変
し
、
①

の
世
帯
と
同
等
程
度
に
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
世
帯

※�

①
②
と
も
に
、
住
民
税
均
等
割
が
課
税

さ
れ
た
者
の
扶
養
親
族
等
の
み
で
構
成

さ
れ
る
世
帯
は
該
当
し
ま
せ
ん

◉
支
給
額　
１
世
帯
当
た
り
５
万
円

◉
申
請
方
法

①�

の
世
帯
は
、
市
か
ら
対
象
世
帯
へ
11
月

中
に
確
認
書
を
送
付
予
定
。
確
認
後
、

返
送
く
だ
さ
い

②�

の
世
帯
は
、
福
祉
課
で
申
請
受
付
予
定
。

な
お
、
令
和
４
年
１
月
～
９
月
に
家
計

が
急
変
し
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に

対
す
る
臨
時
特
別
給
付
金
を
受
給
し
た

世
帯
に
は
、
11
月
中
に
案
内
文
書
を
送

付
予
定

※�

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い

　
都
城
市
価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付

金
担
当　
☎
36‒

８
４
２
５

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

農
業
者
年
金
は
、
年
金
保
険
料
と
そ
の

運
用
益
が
原
資
の
積
立
方
式
の
終
身
年
金

で
、
社
会
保
険
料
控
除
の
税
制
優
遇
措
置

も
あ
り
ま
す
。

◉
対
象　

①
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
で
、
年
間

　
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る
60
歳
未
満

　
の
人

②�

国
民
年
金
任
意
加
入
者
で
、
年
間
60
日

以
上
農
業
に
従
事
す
る
60
歳
以
上
65
歳

未
満
の
人

◉
保
険
料　
月
額
２
万
円
か
ら
６
万
７
千

円
ま
で
の
間
で
、
千
円
単
位
で
選
択
で
き

ま
す
。
ま
た
認
定
農
家
な
ど
の
担
い
手
は
、

国
の
保
険
料
の
助
成
を
受
け
ら
れ
ま
す

◉
そ
の
他　
80
歳
ま
で
に
死
亡
し
た
場
合

は
、
一
時
金
を
遺
族
に
支
給
し
ま
す

　
農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
☎
23‒

７
８
６
８　

　
　
各
総
合
支
所
産
業
建
設
課

野
焼
き
は
火
入
れ
許
可
が
必
要
で
す

田
畑
の
あ
ぜ
な
ど
を
野
焼
き
す
る
と
き

は
、
10
人
以
上
の
防
火
体
制
を
整
え
、
10

日
前
ま
で
に
市
に
火
入
れ
許
可
申
請
を
行

い
、
許
可
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
火
入
れ
の
際
は
消
火
器
具
を
準

備
し
て
、
火
災
を
発
生
さ
せ
な
い
よ
う
注

意
く
だ
さ
い
。

　
森
林
保
全
課　
☎
23‒

２
１
５
２

台風 1 4 号の爪
つ め

痕
あ と

令和４年台風第 14 号により、被害を受けられた皆様に、心からお見舞い
申し上げます。� ◎問い合わせ　危機管理課　☎ 23-2129

【人的被害】　死者　１人
【住宅被害】　半壊 136 棟、一部破
損 69 棟、床上浸水家屋53棟、床下
浸水家屋75棟
※�半壊には床上浸水家屋 131 棟を含

む。一部破損には床上浸水家屋
12 棟、床下浸水家屋 21 棟を含む

【田・畑被害】
・農業　260548千円
◦畜産　194468千円

【道路・河川被害】　道路　189カ所、
河川　14 カ所　など

※�被災者への支援策は暮らしの情報
10 月15 日号に掲載しています。最
新の情報は市ホーム
ページを確認ください。

①山之口町道路のり面崩落、
②大島畠田遺跡付近冠水、
③下川東災害ごみ置き場、
④都島町道路冠水、⑤下川
東浸水住宅

① ② ③ ④

⑤

Miyakonojo City Public Relations   2022.1125



■マイナンバーカードを利用して、全国のコンビニで各種証明書を取得できます。
（６：30 〜23：00）

お知らせ

�申は申し込み、�問は問い合わせ
I N FORMAT ION

配
合
飼
料
購
入
費
用
の
一
部
を
支
援

し
ま
す

物
価
高
騰
の
影
響
に
よ
り
上
昇
し
た
配

合
飼
料
価
格
に
つ
い
て
、
購
入
費
の
一
部

を
支
援
し
ま
す
。

◉
対
象　
市
内
に
住
所
を
有
し
畜
産
業
を

営
む
農
家
ま
た
は
法
人

※�

対
象
者
に
は
、
案
内
を
送
付
済
み
。
対

象
者
で
案
内
が
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、

連
絡
く
だ
さ
い
。

　
畜
産
課　
☎
23‒

２
７
６
９

都
城
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
ス
マ
イ
ル
商

品
券（
第
３
弾
）の
販
売
・
有
効
期
限

は
１
月
31
日
㈫
ま
で
で
す

商
品
券
の
買
い
忘
れ
や
使
い
忘
れ
に
注

意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
購
入
引
換
券
記
載

の
購
入
可
能
セ
ッ
ト
数
を
分
割
し
て
購
入

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※�

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い

　
ス
マ
イ
ル
商
品
券
事
務
局

　
　
☎
23‒

８
０
７
８

ご
存
知
で
す
か「
検
察
審
査
会
」

検
察
審
査
会
制
度
は
、
検
察
官
が
事
件

を
裁
判
に
か
け
な
か
っ
た
こ
と（
不
起
訴

処
分
）
の
是
非
を
、
選
挙
権
を
有
す
る
国

民
の
中
か
ら「
く
じ
」
で
選
ば
れ
た
11
人

の
検
察
審
査
員
が
審
査
す
る
制
度
で
す
。

令
和
５
年
度
の
候
補
者
に
選
ば
れ
た
人

に
は
、
11
月
中
旬
に
検
察
審
査
会
事
務
局

か
ら「
検
察
審
査
員
候
補
者
名
簿
へ
の
記

載
の
お
知
ら
せ
」が
届
き
ま
す
。

　
宮
崎
検
察
審
査
会
事
務
局

　
　
☎
０
９
８
５‒

68‒

５
１
２
０

発
熱
な
ど
の
症
状
が
あ
る
と
き
は

宮
崎
県
在
住
者（
長
期
滞
在
者
含
む
）

で
64
歳
以
下
か
つ
基
礎
疾
患
の
な
い
人
や

重
症
化
リ
ス
ク
の
低
い
人
は「
宮
崎
県
陽

性
者
登
録
セ
ン
タ
ー
」
か
ら
ウ
ェ
ブ
で
抗

原
検
査
キ
ッ
ト
の
配
布
を
申
請
く
だ
さ
い
。

自
宅
へ
検
査
キ
ッ
ト
を
配
送
し
ま
す
。

　
県
陽
性
者
登
録
セ
ン
タ
ー
（
９
時
～

18
時　
土
・
日
曜
日
、
祝
日
も
対
応
）

☎
０
５
７
０‒

０
８
９‒

０
５
０

65
歳
以
上
の
人
、
ま
た
は
、
基
礎
疾
患

を
有
す
る
人
で
、
受
診
や
相
談
す
る
医

療
機
関
に
迷
う
場
合
は
、
県
の「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
・
受
診
相
談
セ
ン

タ
ー
」に
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
受

診
・
相
談
セ
ン
タ
ー
（
24
時
間
対
応
）

☎
０
９
８
５‒

78‒

５
６
７
０

聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
人
や
音
声
で
の
相

談
に
不
安
が
あ
る
人

FAX０
９
８
５‒

44‒

２
６
１
６

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
す
る
お
知
ら
せ

休日急病診療機関
◦診療時間　9：00～18：00
※歯科は17：00まで
◎みやざき医療ナビも利用ください
月日 医療機関名 電話番号

11/13
㈰

久保原田中医院（内・小） 22-7700
宮永病院（内・胃・外） 22-2015
鵜木循環器内科医院 26-0008
一心外科医院（外・胃・肛・内） 52-7788
いき形成外科ひふ科クリニック 45-0020
くぼた眼科 26-3100
永井歯科医院 22-1080

11/20
㈰

ふくしまクリニック（内・消・小） 46-5001
大岐医院（内・胃） 57-2025
都城明生病院(内・泌） 38-1120
とまり内科外科胃腸科医院 52-1135
よしかわクリニック（麻・整・内） 23-9384
岩下耳鼻咽喉科 51-1187
中崎歯科医院 62-5030

11/23
㈬

原田医院（内・小・外） 26-3330
柏村内科 22-2616
田中隆内科（内・泌） 52-0301
都城フォレスト・クリニック脳
神経外科（脳） 80-4313

ながはま整形外科 46-7188
たき心療内科クリニック

（心内・精・神内） 46-9191

やすひさ歯科医院 39-5900
※診療機関は変更することがあります
詳しくは、テレホンサービス（医師会は☎23-5555、歯
科医師会は☎25-4100）で確認ください
●休日当番薬局

11/13㈰
ハートハンズ、プリマリー、
コアファーマシー、トロン薬局年見、
たかお、さわやか

11/20㈰ 大光、前田町椎の木、三股マリンバ

11/23㈬ 白山、日研、サンライト川東、みやこ、
わかば

みやざき医療ナビ

お
知
ら
せ

ま
ち
な
か
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

２
０
２
２
開
催
！

◉
点
灯
期
間　
11
月
19
日
㈯
～
１
月
15
日

㈰　
17
時
～
22
時

※
11
月
19
日
㈯
の
み
18
時
～

◉
点
灯
場
所　

M
allm

all

、
ウ
エ
ル
ネ

ス
交
流
プ
ラ
ザ
、
各
商
店
街
、
都
城
西
駅
、

都
城
駅
な
ど

【
点
灯
式
】

◉
日
時　
11
月
19
日
㈯　
17
時
45
分
～

◉
場
所　
ま
ち
な
か
広
場

　
ま
ち
な
か
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
事
務

局（
商
工
会
議
所
内
）　

☎
23‒

０
０
０
１

T
O
P
I
C
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▼

点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い（
郵
便
は
が
き
で
も
可
）

※�応募者の個人情報は、当選者発表と商品発送、質問
などの回答以外には利用しません

ご協力ありがとうございました。

このコーナーでは、
「わたしの一言」 の中か
ら一部を紹介します。ま
た、 皆さんから寄せられ
た意見を、今後の広報
紙に生かしていきます。

◎�問い合わせ　健康課　☎23－２７６５
がん検診がん検診をを受けよう！受けよう！

健康ひとくちメモ

お便り
9月号に
寄せられた

健 康 づ く り の 第 一 歩

Vol.30

　「ごみを減らしてずっと暮らしたい都城」を読
んで、一人一人が心掛ければ、大きな成果が出
ると思いました。

（野々美谷町　Y・Kさん）

　防災の日の記事を読んで、備蓄品や避難所の再
確認ができました。何も起こらないことが一番です
が、もしもの時にしっかり対応できるように、今後
も気に掛けていきたいです。

（LINE投稿　なんさん）

　コロナ禍、子どもたちの楽しそうな姿にほっこり
しました。都城のふるさと納税も右肩上がりでうれ
しいですね。これからますます元気な都城になる
ことを願っています。

（LINE投稿　ひささん）

　ふるさと納税が地域活性化につながっているこ
とは知っていましたが、具体的な内容が知れてとて
も感心しました。子育て真っ最中ですが、幅広く活
用していて、ありがたいと思いました。

（LINE投稿　食いしん坊さん）

◉ あなたの年代は？（○をつけてください）

10代　・　20~30代　・　40~50代　・　60代以上

◉ あなたの関心のある定番コーナーを教えてください（複数回答可）

◦がん検診を受けよう！	 ◦企業の力

・国際交流員のひとりごと	 ・美術館情報

・歴史探訪	 ・都城島津伝承館だより

・Let’ｓみやこんじょい	 ・おすすめ図書

・まちなかdeわくわく	 ・都城フィロソフィ

・安全・安心情報	 ・NPOのイベント情報

◉ 11月号を読んでのわたしの一言

12月の巡回がん検診（要予約）
【乳がん検診】
◉対象　40歳以上の和暦で奇
数年生まれの女性または無料
クーポン券対象者
◉日程・場所
12/１㈭ ①②コミュニティセンター
◉受付時間　①９時～ 11時30
分、②13時～ 15時30分
◉検診料　２千円
【胃がん検診】
◉対象　40歳以上の男女
◉日程・場所
12/15㈭ 祝吉地区公民館
◉受付時間　８時30分～ 10時
30分
◉検診料　1400円
【肺がん（予約不要)・大腸がん検診】
◉対象　40歳以上の男女

◉日程・場所
12/15㈭ 祝吉地区公民館
◉受付時間　８時30分～ 11時
◉検診料　肺がん検診：無料、
大腸がん検診：500円
【特定健診】
◉対象　40歳以上の都城市国
保加入者、後期高齢者医療保険
加入者（予約時に要件を確認し
ます）
※今年度最後の特定健診です
　（医療機関は10月末で終了）
◉日程・場所
12/15㈭ 祝吉地区公民館
◉受付時間　８時30分～ 11時
◉健診料　無料

お口の健康を保ちましょう！

歯は、食べ物を細かく砕いて消化
することはもちろん、発音の手助け、
体の姿勢・バランスの保持など、健
康に生活を送る上で、欠かせない役
割を果たしています。

また、口の健康は体の健康と密接
に関わりがあり、例えば、歯周病は
糖尿病や認知症、肺炎などとも大き
く関係しています。

口の健康を保つことは病気の予防
や悪化を防ぐだけでなく、食事を楽
しめたり自然と笑顔を作ることがで
きたりと、うれしい効果が多くあり
ます。定期的に歯科検診に行き、口
腔ケアを行って健康に過ごしましょ
う。
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都城市役所 秘書広報課 行
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氏　名

住　所

電話番号 （ 　　　　   ）　　　　ー

ペンネームまたはイニシャル

フ リ ガ ナ

※記入がない場合は、イニシャルで表示させていただきます

▶
点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い（
郵
便
は
が
き
で
も
可
）

8  5  5  563円切手を
お貼りください

今月の

【X mas ショコラスペシャル（5号）　２人】
商品提供事業者
アトリエショパン早鈴店(早鈴町19-5) ☎21-1514

アトリエショパンから、クリスマスケーキをプレゼント。
チョコスポンジの間に、キャラメルミルクチョコムースと
スイートチョコクリームをサンドしたスペシャルなケーキ
です。※12月24日㈯に受取可能な人に限ります

プレゼントの応募方法

◎�応募締め切り　11月30日㈬　当日消印有効
◎�当選者発表　本紙１月号
◎９月号当選者　増田楓李さん　ほか２名
◎９月号応募総数　192通

はがきに住所、氏名、電話番号と、11月号を読んだ
感想などを書いて〒885-8555まで。

応募者の中から抽選でプレゼントを差し上げます。

※�市公式LINEとお友だちの人は、プレゼントボタンから応
募できます

読者プレゼント

石﨑社長（中央）と従業員の皆さん

昭
和
34
年
の
創
業
以
来
、
食
肉
卸
売

業
を
中
心
に
事
業
を
展
開
し
て
き
た
株

式
会
社
桐
生
食
品
。
現
在
、
給
食
セ
ン

タ
ー
を
は
じ
め
南
九
州
圏
域
の
取
引
先

を
中
心
に
、加
工
し
た
宮
崎
県
産
の
牛・

豚
・
鶏
肉
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

代
表
取
締
役
社
長
と
し
て
同
社
を
け

ん
引
す
る
の
が
、
石
﨑
光ひ

か
る

社
長
で
す
。

平
成
12
年
に
同
社
に
従
業
員
と
し
て
入

社
し
た
石
﨑
社
長
は
、
営
業
職
な
ど
を

経
て
平
成
27
年
に
代
表
取
締
役
社
長
に

就
任
。
以
来
、
販
路
を
開
拓
し
、
事
業

拡
大
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

昨
年
８
月
に
は
、
新
た
に
飲
食
部

門
と
し
て
肉
好
き
の
た
め
の
洋
食
店

「L

レ

ガ

リ

ア

egarea
」
を
北
原
町
に
開
業
。
本

格
的
な
ス
テ
ー
キ

料
理
を
提
供
す
る

同
店
で
は
、
若
い

従
業
員
を
中
心
に

柔
軟
な
発
想
で
メ
ニ
ュ
ー
開
発
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
２
月

に
は
都
島
町
に
本
社
お
よ
び
加
工
場
を

移
転
し
ま
し
た
。「
食
の
安
心
・
安
全
が

重
要
視
さ
れ
る
中
、
Ｈハ

サ

ッ

プ

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
を
取

り
入
れ
た
加
工
場
を
新
設
し
た
こ
と

で
、
衛
生
面
が
大
き
く
改
善
し
た
。
今

後
、
ま
す
ま
す
安
心
・
安
全
な
食
材
を

提
供
し
て
い
き
た
い
」
と
語
る
石
﨑
社

長
。「
今
後
は
、
自
社
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

付
加
価
値
を
付
け
た
商
品
開
発
に
も
力

を
入
れ
、
海
外
も
見
据
え
た
販
路
拡
大

を
目
指
し
て
い
き
た
い
」
と
笑
顔
を
見

せ
て
い
ま
し
た
。

力

企
業
の

都
城
を
け
ん
引
す
る
企
業
を
紹
介

Vol.26

株
式
会
社

　
　
桐き

り
ゅ
う生
食
品☎

22
－
３
４
７
７

Legarea
Instagram



「三
み

保
ほ

松
まつ

原
ばら

」　（1953年）

和田 英作 作（油彩・キャンバス）

本
史
料
は
、
江
戸
時
代
中
期
に
活
躍
し

た
鹿
児
島
の
絵
師
・
木
村
探
元
が
、
太
政

大
臣
・
近こ

の
え衛

家
久
か
ら
の
招し

ょ
う

聘へ
い

に
応
じ
て

上
京
し
、
京
都
で
過
ご
し
た
日
々
の
出
来

事
を
つ
づ
っ
た
日
記
の
写
本
で
す
。

探
元
は
、
享
保
19（
１
７
３
４
）
年
９

月
14
日
に
鹿
児
島
を
出
発
し
、
10
月
12
日

に
京
都
へ
到
着
。
同
月
23
日
、
家
久
に
対

面
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
近
衛
家
の
御
用

と
し
て
屏
風
絵
の
制
作
に
取
り
掛
か
り
、

同
年
11
月
、
勅ち

ょ
っ

許き
ょ
に
よ
り「
法ほ

っ
橋き

ょ
う

」の
位
を
、

そ
し
て
翌
年
３
月
、
家
久
よ
り「
大だ

い

貳に

」

の
称
号
を
賜
り
ま
し
た
。
探
元
に
と
っ
て

こ
の
京
都
滞
在
は
、
絵
師
と
し
て
の
実
績

を
積
む
最
上
の
機
会
で
あ
っ
た
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。

さ
ら
に
日
記
に
は
、
薩
摩
焼
茶
入
を
使

用
し
た
茶
席
に
関
す
る
記
載
も
確
認
で
き

ま
す
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
探
元

が
画
業
の
み
な

ら
ず
、
茶
の
湯

な
ど
の
文
化
的

活
動
へ
の
知
見

を
広
げ
て
い
た

こ
と
が
う
か
が

え
ま
す
。

　
都
城
島
津
邸　
☎
23
－
２
１
１
６

歴
史
探
訪
！

伝
承
館
だ
よ
り

都
城
島
津

都
城
島
津
家
史
料

「
木き

村む
ら

探た
ん

元げ
ん

京
都
日
記
」

「糖葫芦」は中国のお菓子で、古くは中国旧暦の新年、
春節の祭りでよく売られていました。リンゴあめのような見
た目ですが、リンゴよりも小さいこの果物の正体は、「サン
ザシ」です。サンザシの実の食感はサクサクとしていて、味
は甘酸っぱく、その酸味に砂糖の甘みがよく合います。中
国人の私にとっては、幼少期を思い出させる味です。

糖葫芦の作り方は簡単で、家でも作ることができます。材
料は、サンザシと氷砂糖だけです。作り方は、まず、サンザ
シの種を取り、実を串に刺します。次に、鍋に氷砂糖と水を
入れて煮詰め、水あめ状になった氷砂糖でサンザシをコーテ
ィングし、乾かせば出来上がりです。最近は、サンザシだけ
でなく、ミカンやイチゴなどさまざまな果物で作った糖葫芦も
あります。ぜひ皆さんも、糖葫芦作りに挑戦してみてください！

◎問い合わせ　国際化推進室　☎23-2295

和田英作（1874 ～1959）は、現在の鹿児島県垂水
市出身の洋画家です。日本近代画家の大家である黒
田清輝らに師事し、外光派の画家として活躍する一
方、東京美術学校で後進の育成に励みました。

本作のタイトル名でもある静岡にある「三保松原」
は、古くからの景勝地で、浮世絵をはじめ絵画でもし
ばしば描かれてきました。肖像画やバラなどの静物
画を得意とした和田は、晩年は富士山を描くため三
保に居を構えました。本作では「三保松原」のアイコ
ンである富士山があえて描写されていませんが、こ
のことにより、景勝地ではない、穏やかな日常の一場
面が強調される作品となっています。
※本作は12月４日㈰まで開催の特別展で展示中

◎問い合わせ　市立美術館　☎25-1447

都
城
市
立

美
術
館

糖葫芦（タンフールー）

国際国際
交流員交流員のの
ひとりごとひとりごと

銭
せん

　慧
けい

文
ぶん

さん
（中国）

vol.55

M
iy

a
k

o
n

o
jo

 
a

r
t 

m
u

s
e

u
m 糖葫芦と銭さん

vol.18

題
目
五
輪
塔

（
市
指
定
有
形
文
化
財
）

高
城
町
有
水
西
久
保
に
は
、
日
蓮
宗
信

仰
に
よ
る
題
目（
南
無
妙
法
蓮
華
経
）
を

示
す
文
字
が
刻
ま
れ
た
五
輪
塔
が
あ
り
ま

す
。
題
目
を
刻
ん
だ
も
の
と
し
て
は
、
都

城
盆
地
内
で
は
唯
一
で
す
。

五
輪
塔
は
、
供
養
塔
や
墓
塔
な
ど
と
し

て
造
ら
れ
る
石
造
物
の一種
で
あ
り
、
仏
教

に
お
い
て
、
万
物
の
構
成
要
素
と
さ
れ
る

「
空
・
風
・
火
・
水
・
地
」
の
五
大
思
想
を
、

上
部
か
ら
宝
珠
形
・
半
円
形
・
三
角
形
・
円

形
・
四
角
形
と
し
て
か
た
ど
って
い
ま
す
。

通
常
の
五
輪
塔
で
は
、
各
部
の
正
面
に

梵ぼ
ん

字じ

が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
、

「
妙
・
法
・
連
」の
文
字
が
見
て
取
れ
ま
す
。

表
面
が
欠
損
し
て
い
る
円
形
部
と
、
地
面

に
埋
ま
っ
て
い
る
四
角
形
部
の
文
字
は
確

認
で
き
ま
せ
ん
が
、
日
蓮
宗
で
用
い
ら
れ

る
題
目
の
一
部
の「
妙
法
蓮
華
経
」
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
、
円
形
部
分
に
は「
華
」、

四
角
形
部
分
に
は「
経
」
の
文
字
が
刻
ま

れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　
文
化
財
課　
☎
23
－
９
５
４
７

題目五輪塔

Miyakonojo City Public Relations   2022.1129



◉問い合わせ
市立図書館	☎︎ 22-0239
高城図書館	☎︎ 58-4224

まちなか　 わくわくまちなか　 わくわくde

20万人を深い感動で包んだ
映画監督の講演会を開催！

Books of
This Month

1111月月のの
おすすめ図書おすすめ図書

観光地や遊び場、イベント、グル
メスポットなど、市内で楽しめる
場所・モノ・コトを紹介！

◎問い合わせ
　島津発祥まつり実行委員会
　☎51-5501

認知症患者を抱えた家族の内側を描いた、ドキュメンタ
リー映画「ぼけますから、よろしくお願いします。」の監督で、
この家族の一人娘でもある、信友直子さんの講演会を開
催。市立図書館では、シリーズ２作品を上映します。
※�講演会は、都城市人権啓発推進大会のプログラム内で実施
【信友直子監督による講演会（無料・要申込）】
■日時　12月11日㈰　14時~15時30分
■場所　ウエルネス交流プラザ
◉問い合わせ　生涯学習課　☎23-0962
【「ぼけますから、よろしくお願いします。」上映会（無料・
要申込）】
■日時　12月11日㈰　10時～
【「ぼけますから、よろしくお願いします。～おかえりお母
さん～」上映会（無料・要申込）】
■日時　12月18日㈰　10時~、
13時30分～、15時45分～
■場所　市立図書館
◉問い合わせ
　市立図書館　 ☎22-0239

【明道館パレード】
◉日時　11月23日㈬
　　　　11時30分～
◉場所　都城島津邸から神
柱公園
【島津荘園】
◉日時　11月23日㈬　
　　　　11時～17時
◉場所　神柱公園
◉イベント内容　
甲
かっちゅう

冑着用体験、乗馬体験、
人力車体験、島津荘園のお
宝さがし、お雪さんの盃流
し、各種ステージイベント

ぼけますから、
よろしくお願いします。
信友直子(著)・新潮社(出版)
　85歳の母が認知症と診断され、そこ
から93歳の父は初の家事に挑むことに。
娘として、時には取材者として、カメラ
越しに見つめた老老介護のリアル！

クマさんのドーナツ
みやざき ひろかず(著)
ひかりのくに(出版)
　わすれんぼうのクマさんがいました。
ドーナツをたべたかったのに、いつのま
にかわすれちゃったよ。あるいているう
ちに、おもいだせるかな？

市 立 図 書 館	 ●休 館 日／ 11月７~11日（蔵書点検）
	 ●開館時間／9：00～21：00

高 城 図 書 館	 ●休 館 日／ �11月１日・８日・15日・20日・22日・
23日・29日、12月６日・13日

	 ●開館時間／9：30～18：00

都
城
島
津
邸
か
ら
神
柱
公
園
へ
の
大
行
列

都
城
島
津
の
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史
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体
感
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る
、
島

津
発
祥
ま
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り
」が
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年
ぶ
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都城島津の歴史を感じて幸せ上々

2022
島津発祥まつり miyakon

joy!みやこんじょい

Let's
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LINEにゅーすLINEにゅーす
◎問い合わせ　総合政策課　☎23-7161

　市では、未婚化・晩婚化による少子化や人口
減少対策として、若者の出会いの場を創出す
るイベントなどを実施しています。
　そこで、本市の婚活や恋活について配信する
LINEアカウント「都城市 地方創生担当」を新
たに開設しました。婚活や出会い創出イベント
をはじめ、結婚や出産時の手続きなど幅広い情
報を発信していきます。ぜひお
友だち登録ください。

都城市婚活支援専用ＬＩＮＥ
スタート！

市 の 提 供 番 組 紹 介
テレビ番組の案内
◆MRTテレビ(デジタル６ch)
「幸せ上々みやこのじょう」　毎週水曜日
18:55 〜 19：00
◆BTVケーブルテレビ(デジタル111ch)
「みやこんじょジャーナル」　※毎回10分間放送
① 6:50 〜　②11:50 〜　③16:50 〜
④20:50 〜　⑤22:50 〜

ラジオ番組の案内
◆MRTラジオ(AM放送936kHz、ワイドFM90.4MHz)
「みやこのじょうドキドキナビ」
毎週月〜金曜日(祝日を除く)　15:30 〜 15:45
◆シティエフエム都城(FM放送76.4MHz)
「インフォメーションM」 　毎週月〜金曜日
9:50 〜 9:55、15:55 〜 16:00(再)

都 城 市 現 住 人 口
令和４年10月１日現在 前 月 比 前 年 比
世 帯 数 71,890世帯 （−42） （510）
人口総数 158,777人 （−164）（−858）
男 性 74,626人 （−41）（−353）
女 性 84,151人 （−123）（−505）

※令和２年国勢調査に基づく推計人口

スマートフォンか
らも統計情報を
確認できます。

こころのバリアフリーコンサート　※要予約（定員60人）
◦�日時　11/13㈰　13時30分 ～
◦場所　森の駅 M'sホール

H・P・ミュージック・サポート（牧原）　☎080-5210-8144

手仕事体験教室（羊毛でつくろう！）　※要予約
◦�日時　11/15㈫・29㈫　10時 ～ 12時
◦場所　高木児童館

こじぃの森・こどもの時間（中元）　☎38-5325

手しごと結び展「手しごとの楽しみがある暮らし」
◦�日時　11/25㈮ ～ 27㈰　10時 ～ 16時
◦場所　旧後藤家商家交流資料館

高城歴史文化のまちづくりフォーラム（渡邉）　☎58-6900

都城ぼんちスポーツクラブ杯ソフトテニス大会
(団体戦)　※要予約
◦�日時　11/26㈯　8時30分 ～
◦場所　都城運動公園テニスコート

都城ぼんちスポーツクラブ（神河）　☎58-3232

ガイアの森植樹会　※12/10㈯までに要予約
◦�日時　12/18㈰　10時 ～ 13時
◦場所　どんぐり1000年の森15号地（山之口町）

どんぐり1000年の森をつくる会　☎57-5228（土・日曜日）

大きな夢を描きそれを実現しようとするとき、その
行動が正しいものであるかを、人間が本来持っている
基本的な倫理観に沿って判断する必要があります。
「決まりを守る」「嘘をつかない」「他人を大切にする」

などの人間としての基本的な考え方に立ち返るのです。
また、自分だけが良ければいいという自己中心的な考

えで仕事を進めていないかを点検しなければなりません。
自分を犠牲にしても他人を助ける「利他の心」を持て

ば、視野が広くなるとともに、周りの人の協力も得る
ことができます。

利他の心を持って行動することは、最終的に自分の
幸せにもつながっていきます。

損得ではなく善悪で判断し、
人間として正しいことを貫く

◎問い合わせ　職員課　☎23-2119

本格的にカメラを手にして２年半。カメラは構図
やレンズ、設定、加工などで、見た目とは全く異な
る世界を表現します。その奥深さは底が知れず、自
らの写真の出来に一喜一憂する日々。今後も、めげ
ずにさまざまな写真技法にチャレンジします。�（博）

今年から、市ホームページなどウェブに関する業
務を主に行っています。そこで実感するのが、広報
業務の基礎には「広報紙づくり」があること。ウェブ
での文章構成やデザインなども、これまで3年間で
学んだ広報紙づくりの全てが生かされています。（奈）

新型コロナウイルス感染防止のため、イベントが
中止または延期になる場合があります。参加を予定
している人は、主催者に開催の有無を必ず確認くだ
さい。

詳しくは、市ホームページを確認ください。

編
集
後
記

NPOのイベント情報

⑦

第2章 正しい考え方を持つ

第1部　素晴らしい人生を送るために

LINEアカウント
「都城市 地方創生担当」

＠495uycfj
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お得な情報満載！
都城市ふるさと納税公式SNSを、ぜひご紹介ください！！

【問い合わせ】ふるさと産業推進局　☎23-2452

　応援したいまちに寄附することで支援できる「ふるさと納税」。本市は平成
27・28 年度および令和 2年度に、寄附金額で市町村別全国1位となりました。
また、令和 3 年度も寄附金額全国 2 位の寄附が寄せられ、さまざまな事業の
財源として有効に活用しています。
　市民の皆さんも、市外の友人や親戚などにお勧めください。一緒に「都城」
を盛り上げましょう！

令和４年度の寄附控除を
受けるための期限は
12月末まで！

市民みんなで
　「都城」を盛り上げましょう

ふるさと納税の使
い道などは、ふる
さと納税特設サイ
トを確認ください

都城市ふるさと納税

LINE Instagram YouTubeTwitter

公式SNSあります！

登録は右記
QRより▶

お得な情報やキャンペーン情報更新中


